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小数と整数

15　25.012346789
117.48　2174.8　31748
117.4　21.74

110　210　39

11.2345　25432.1

  10倍…38.12
 100倍…381.2
1000倍…3812

 10
1 …28.13

100
1 …2.813

1が 10個
こ
集まると 10、10が 10個集まると

100、…のように、整数も小数も 10個集まると
位が1つ上がり、10等分すると位が1つ下がると
いうしくみになっています。
小数点が左はしや右はしにくることはないので、小
さい数は□.□□□□、大きい数は□□□□.□の形
になります。
ある数を 10倍、100倍、1000倍、…すると、
もとの数の小数点を、それぞれ右へ1けた、2けた、
3けた、…移

うつ
した数になります。

ある数を 10
1 、100

1 、…にした数は、もとの数の

小数点をそれぞれ左へ1けた、2けた、…移した数
になります。

1
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1上がり　2下がり　3小数点
1㋐10　㋑1　㋒0.1
2㋐0.01　㋑0.001

16.13　29.8　315　40.501　53.904

163.2は 10を6個、1を3個、0.1を2個合わ
せた数です。

20.074は 0.01を7個、0.001を4個合わせた
数です。

123整数や小数を 10倍、100倍、1000倍す
ると、小数点をそれぞれ右へ1けた、2けた、
3けた移した数になります。

45整数や小数を 10
1 、100

1 にすると、小数点を

それぞれ左へ1けた、2けた移した数になります。
135.82　2358.2　37.5　40.75

110倍　2 100
1

12小数点を右へ1けた、2けた移します。
34小数点を左へ1けた、2けた移します。

1小数点が右へ1けた移っています。
2小数点が左へ2けた移っています。

10.2065　23.07　3184 1ある数を 1000倍したことになります。
2ある数を 10倍したことになります。

3ある数を 1000
1 にしたことになります。

11.3589　29853.1　33.1589

120.467　276.402
整数と小数が同じ位取りの考え

で表されることの理解が大切です。小数に対する苦手意
識の克服を目指しましょう。

1□.□□□□の形になります。
2□□□□.□の形になります。
33.□□□□の形になります。
1十の位に 0を使えないので、2番目に小さい 2
をおきます。あとは、小さい順にならべます。

2数字を大きい順にならべると、7 6.4 2 0になり
ますが、小数第三位に 0はおけないので 2と 0
を入れかえます。

合同な図形

11Ｄ
ディー
　2Ｄ　21ＤＦ

エフ
　2ＤＦ　31Ｅ

イー
　2Ｅ

13つの辺の長さ　2その間の角の大きさ　3その両はしの角の大きさ

1Ｈ
エイチ
　2ＨＧ

ジー
　3Ｅ

1辺Ｃ
シー
Ｂ、3.5 cm

2角Ａ、55&

2つの四角形は、一方をうら返すとぴったり重なり
ます。
2頂

ちょう
点
てん
Ａ
エー
に対
たい
応
おう
するのは頂点Ｈ、頂点Ｂ

ビー
に対応する

のは頂点Ｇだから、辺ＡＢに対応するのは辺ＨＧ
です。記号の順番は対応する順に書くので、
辺ＧＨとしないように注意しましょう。
㋐の三角形をうら返すと、頂点Ａは頂点Ｆに、頂点
Ｂは頂点Ｅに、頂点Ｃは頂点Ｄに重なります。
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1 2 1㋐3cmの辺をかきます。
㋑㋐の1つのはしから、60&の角をかきます。
㋒㋑の直線で、頂点から3cmの点をとります。
㋓㋒の点と㋐のもう一方のはしを結びます。

2㋐4cmの辺をかきます。
㋑㋐の1つのはしを中心にして、半径2cmの円
をかきます。
㋒㋐のもう一方のはしを中心にして、半径3cm
の円をかきます。
㋓㋑と㋒の交わった点と㋐の2つのはしを結びま
す。

合
ごう
同
どう
な四角形は、対角線で2つの三角形に分けると、

合同な三角形のかき方を使ってかくことができます。

㋐と㋕（㋐と㋕は入れかわってもよい）
㋒と㋔（㋒と㋔は入れかわってもよい）

合同な図形はぴったり重なるから、対応する辺の長
さや角の大きさが等しくなります。

1頂点Ｆ　2辺ＥＤ 三角形ＥＦＤを回すと、三角形ＡＢＣとぴったり重
なります。
2頂点Ａに対応するのは頂点Ｅ、頂点Ｃに対応する
のは頂点Ｄだから、辺ＡＣに対応するのは辺ＥＤ
です。記号の順番は対応する順に書くので、
辺ＤＥとしないように注意しましょう。

1 2 1㋐長さ4cmの辺をかきます。
㋑㋐の両はしから、それぞれ 90&の角をかきます。
㋒㋑でかいた2つの直線で、それぞれの頂点から

4cmの点をとります。
㋓㋒の2点を結びます。

2㋐長さ6cmの辺をかきます。
㋑㋐の両はしから、それぞれ 30&の角をかきます。
㋒㋑の2本の直線が交わった点が3つ目の頂点で
す。

1 2

3

1㋐4cmの辺をかきます。
㋑㋐の1つのはしを中心にして、半径 3.5 cmの
円をかきます。
㋒㋐のもう一方のはしを中心にして、半径2cm
の円をかきます。
㋓㋑と㋒の交わった点と㋐の2つのはしを結びま
す。

2㋐4cmの辺をかきます。
㋑㋐の1つのはしから、55&の角をかきます。
㋒㋑の直線で、頂点から3cmの点をとります。
㋓㋒の点と㋐のもう一方のはしを結びます。

3㋐4cmの辺をかきます。
㋑㋐の1つのはしから、65&の角をかきます。
㋒㋐のもう一方のはしから 50&の角をかきます。
㋓㋑と㋒の交わった点が3つ目の頂点です。

3

4
A

B C

D

90

50

203cm

4cm

3

4

8〜9ページ
1 1

2 2

3

90

90

cm4

cm4

cm4

6cm
30° 30°

3

4

4cm

3cm

55

65° 50°
4cm
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平行四辺形は、向かい合っている辺の長さが等しい
ので、次のようにしてかきます。
14.5 cmの辺ＢＣをかきます。
2頂点Ｂから、70&の角をかきます。
32の直線で、頂点Ｂから3cmの点を頂点Ａとし
ます。

4頂点Ａを中心にして、半径 4.5 cmの円をかきま
す。

5頂点Ｃを中心にして、半径3cmの円をかきます。
64と5の交わった点を頂点Ｄとして、ＡとＤ、Ｃ
とＤをそれぞれ結びます。

1辺ＨＥ　24.3 cm　370& 1頂点Ａに対応するのは頂点Ｈ、頂点Ｄに対応する
のは頂点Ｅだから、辺ＡＤに対応するのは辺ＨＥ
です。

2頂点Ｇに対応するのは頂点Ｂ、頂点Ｈに対応する
のは頂点Ａだから、辺ＧＨに対応するのは辺ＢＡ
で、その長さは 4.3 cmです。

3角Ｆに対応するのは角Ｃだから、角Ｆの大きさは
70&です。

1ＡＢ（ＢＡ）　2㋒　3㋑　4ＡＤ（ＤＡ）
算数で使う「合同」は、日常使う

ときの意味と違います。きちんと区別してください。

きまりや約束がいくつもあ
ります。合同な図形をかく練習をくり返し、身につける
とよいでしょう。

残りの三角形ＡＢＤと合同な三角形をかきます。
1三角形の3つの辺の長さを測ってかきます。
2三角形の1つの辺の長さとその両はしの角度を
測ってかきます。

34三角形の2つの辺の長さとその間の角度を測っ
てかきます。

比
ひ
例
れい

1130　220　310　40
2㋐かごのりんごの数　㋑箱のりんごの数　（㋐と㋑は入れかわってもよい）
3減

へ
り

1115　220　325　2増
ふ
え

160/2=30 答え　30 cm
2

3たての長さと横の長さ　4減る

1たてと横の長さの和は、まわりの長さの半分にな
ります。

2たて+横=30（cm）なので、
横=30-たてになります。

1

2減る

長方形の面積=たて*横なので、
横=12/たてになります。

1

2増える

はり金の重さ=1mの重さ*はり金の長さ
になります。

5 A

B C

D 5

6 6

7 7

3
10ページ

1

2

11ページ
1

たての長さ（cm） 5 10 15 20 25
横の長さ（cm） 25 20 15 10 5

1

2 たての長さ（cm） 1 2 3 6 12
横の長さ（cm） 12 6 4 2 1

2

3 はり金の長さ（m） 1 2 3 4 5
はり金の重さ（g） 25 50 75 100 125

3
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11100　2150　3200
2㋐2　㋑3　㋒リボンの長さ
1㋐横の長さ　㋑4　2116　224　332
3㋐2　㋑3　㋒横の長さ

1

2○=80*□
3えん筆の本数
480*7=560 答え　560円
52400/80=30 答え　30本

代金=1本のねだん*本数になります。
3本数が2倍、3倍、…になると、代金も2倍、

3倍、…になるので、えん筆の代金は、えん筆の
本数に比例しているといえます。

4代金=80*本数にあてはめると、
　代金=80*7=560（円）
52400=80*本数
本数=2400/80=30（本）

1○=□*3
2

3比例するといえる。
448/3=16 答え　16 cm

正三角形のまわりの長さ=1辺の長さ*3
になります。
31辺の長さが2倍、3倍、…になると、まわりの
長さも2倍、3倍、…になるから、まわりの長さ
は、1辺の長さに比例します。

448=□*3
□=48/3=16（cm）

㋐、○=□*4
㋓、○=130*□
1

2重さが長さに比例している。
315
4○=15*□
515*8=120 答え　120 g
6300/15=20 答え　20 m

㋑の式は、○=30/□
㋒の式は、○=150-□になります。
重さ=1mの重さ*長さ
になります。
6300=15*□
□=300/15=20（m）

1

2○=4*□
3比例するといえる。
44*12=48 答え　48 cm
560/4=15 答え　15分

水の深さ=4*時間
になります。
3時間が2倍、3倍、…になると、
深さも2倍、3倍、…になっています。

560=4*□
□=60/4=15（分）

1○=□*8
2

3比例するといえる。
理由… たての長さが2倍、3倍、…になると、

面積も2倍、3倍、…になっているから。

長方形の面積=たて*横
この問題では、上の公式で、たての長さと面積がと
もなって変わる2つの量です。
変わらないものは横の長さです。

12ページ
1

2

13ページ
1 本数□（本） 1 2 3 4

代金○（円） 80 160 240 320
1

2

1辺の長さ□（cm）1 2 3 4 5 6
まわりの長さ○（cm）3 6 9 12 15 18

2

14〜15ページ
1

2 長さ□（m） 1 2 3 4 5 6
重さ○（g） 15 30 45 60 75 90

1

2

3 水を入れる時間□（分） 1 2 3 4 5 6
水の深さ○（cm） 4 8 12 16 20 24

3

4

たての長さ□（cm）3 6 9 12 15 18
面積○（cm#） 24 48 72 96 120144

4
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平
へい
均
きん

1110　2106　3108　4120　（1～4はどの順でもよい）
5444　6444　74　8111　9111
12　23　30　45　54　（1～5はどの順でもよい）
614　714　85　92.8　02.8

(9+3+7+5)/4=6 答え　6dl
(2+5+6+0+4)/5=3.4 答え　3.4さつ

11ぱん　(6+9+7+8+9)/5=7.8
 答え　7.8点

2はん　(8+7+9+6+7+8)/6=7.5
 答え　7.5点
21ぱん

平均=合計/個
こ
数を使って求めます。

読んだ本の数が0さつの月も月数に入れます。
本のさっ数のように、小数で表せないものでも、平
均は小数で表すことがあります。
1人平均何点とったかを、平均点といいます。
1ぱんと2はんでは人数がちがうため、点数の合計
で比
くら
べることはできないので、平均点で比べます。

平均点も小数で表すことがあります。

(0+1+5+2)/4=2
73+2=75 答え　75 g

いちばん軽いたまごを基
き
準
じゅん
の0gにして、残りの3

個のたまごが基準より何 g重いかを表します。
その平均を求めて基準にしたたまごの重さにたします。

(98+102+95+110+100+99+96)/7
=100 答え　100 g
1(36+40+52+37+45)/5=42
 答え　42人
242*20=840 答え　840人
15回
23組
2組

1(5.55+5.27+5.32+5.18)/4=5.33
5.33/10=0.533 答え　約 0.53 m

20.53*1132=599.96 答え　約 600 m

(18+10+20)/3=16 答え　3m 16 cm

20*7=140　　18*6=108
140-108=32 答え　32題

平均=合計/個数で求めます。

1平均=合計/日数で求めます。
2合計=平均*日数で求めます。
14日間の平均を求めます。(4+6+3+7)/4=5
21組　(3+4+4+5+6)/5=4.4

2組　(5+3+4+4+3)/5=3.8
つった魚の数の平均を求めます。
1組は、81/18=4.5（ひき）
2組は、69/15=4.6（ぴき）
平均を比べると、2組の方が多いです。
15mを基準にして求めることもできます。

(0.55+0.27+0.32+0.18)/4=0.33
5+0.33=5.33　　5.33/10=0.533

2道のり=歩はば*歩数
大きくはなれた値があるときは、結果にえいきょう
することがあるため、のぞいて計算した方がよい場
合があります。3回目の 85 cmは失敗したと考え
られるので、この値

あたい
をのぞいて平均を求めます。

3mを基準にして計算するとよいでしょう。
7日間の目標題数 (20*7)から、6日間の題数の
合計（18*6）をひいて求めます。1つの式で表す
と、20*7-18*6=32になります。

4
16ページ
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倍数と約数

1111　2奇
き
数
すう
　311　410

2こうご
3112　214　316　418　5偶

ぐう
数
すう

1偶数　2奇数　36　413　516　663
7140　8312　932　0126　⑪624　⑫281

18　213　327　436　 はもとの数を2でわった商になります。
117/2=8あまり1→17=2*8+1
226/2=13→26=2*13
354/2=27→54=2*27
473/2=36あまり1→73=2*36+1

1奇数　2偶数　3偶数　4奇数　5偶数
6奇数

一の位の数が0、2、4、6、8のとき偶数、
一の位の数が1、3、5、7、9のとき奇数です。

1㋐2　㋑1　㋒2　㋓偶数
2偶数
3奇数

2 + = 　 だけになり

ます。

3 + = 　 がいくつか

と になります。

14　28　312　44　54
18　212　316　412　518　624　716　824　932
1112　212　324　436
2124　224　348　472

12、4、6、8、10
221、42、63、84、105

12*1、2*2、2*3、2*4、2*5
221*1、21*2、21*3、21*4、21*5

11、3、5、15
21、2、4、7、14、28

18、16、24、32　　　最
さい
小
しょう
公
こう
倍
ばい
数
すう
　8

236、72、108、144　最小公倍数　36
330、60、90、120 最小公倍数　30
448、96、144、192 最小公倍数　48

115=1*15　　15=3*5　　15=5*3
15=15*1

228=1*28 28=2*14　　28=4*7
28=7*4 28=14*2　　28=28*1

大きい方の数の倍
ばい
数
すう
が、小さい方の数でわり切れる

かどうかで判
はん
断
だん
することもできます。

18の倍数　　　　
4でわり切れる　
公
こう
倍
ばい
数
すう
　　　　　8、16、24、32、40、…

35の倍数 
2でわり切れる　
3でわり切れる　
公倍数 30、60、90、120、…

15 cm 3と5の最小公倍数を求めると、15です。

5
20ページ

1

2

21ページ
1 1

2 2

3 3

22ページ
1
2

23ページ
1 1

2

3

2

3

8、16、24、32、40、…
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ …

5、10、15、20、25、30、…
* ◯ * ◯ * ◯ …
* * ◯ * * ◯ …

4 4
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12　24　37　414
13　24　36　44　58　63　74　86　98　012
112　24　38　48　212　24　34

11、3、5、15　
21、2、4、5、10、20
31、23

どんな整数でも、約
やく
数
すう
には1とその数自身が入りま

す。

11、3、9　　　最
さい
大
だい
公
こう
約
やく
数
すう
　9

21、2、3、6　最大公約数　6
31、3　　　　　最大公約数　3
41　　　　　　　最大公約数　1

19の約数 1 、 3 、 9
27の約数 1 、 3 、 9 、27
公
こう
約
やく
数
すう

 1、3、9
218の約数 1 、 2 、 3 、 6 、9、18

30の約数 1、2、3、5、6、10、15、30
公約数 1、2、3、6

39の約数 1 、 3 、9
15の約数 1 、 3 、5、15
30の約数 1、2、3、5、6、10、15、30
公約数 1、3

1cm、3cm、9cm
4人

27と 45の公約数は1、3、9です。
20と 12の公約数は1、2、4で、最大公約数は
4です。

1偶数、奇数　2約数、倍数
17、14、21、28、35
213、26、39、52、65
11、3、9
21、2、5、10、25、50
140、80、120　最小公倍数　40
212、24、36 最小公倍数　12
342、84、126 最小公倍数　42
427、54、81 最小公倍数　27

17*1、7*2、7*3、7*4、7*5
213*1、13*2、13*3、13*4、13*5
250=1*50、2*25、5*10 と2つずつ組
にして考え、数えおとしのないようにします。

15と8の最小公倍数は 40だから、40の倍数を
小さい方から順に3つ答えます。

24と6の最小公倍数は 12だから、12の倍数を
小さい方から順に3つ答えます。

32と3と7の最小公倍数は 42だから、42の倍
数を小さい方から順に3つ答えます。

43と9と 27の最小公倍数は 27だから、27の
倍数を小さい方から順に3つ答えます。

11、2、3、6 最大公約数　6
21、2、5、10　最大公約数　10
31、3 最大公約数　3
41、2、4 最大公約数　4

1 6の約数 1 、 2 、 3 、 6
18の約数 1 、 2 、 3 、 6 、9、18

210の約数 1 、 2 、 5 、10
40の約数 1、2、4、5、8、10、20、40

3 6の約数 1 、2、 3 、6
15の約数 1 、 3 、5、15
21の約数 1 、 3 、7、21

412の約数 1 、 2 、3、 4 、6、12
20の約数 1 、 2 、 4 、5、10、20
28の約数 1 、 2 、 4 、7、14、28

24ページ
1
2

25ページ
1 1

2 2

3
4

3
4

26〜27ページ
1
2

3

4

2

3

4

5 5
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170、72、74、76、78、80　偶数
271、73、75、77、79、81　奇数

左のページの数が 12で偶数、右のページの数が
13で奇数になっています。左のページの数も右の
ページの数も2ずつ増

ふ
えたり減

へ
ったりするので、教

科書のどの部分を開いても、左のページの数は偶数、
右のページの数は奇数になっています。

7時 48分

9cm、6まい
約数は見落とすことがあり

ます。たとえば 45の約数は、1と 45、3と 15、5
と9のように、組にして見つけましょう。最小公倍数、
最大公約数は、あとの分数の学習でも役に立ちます。

12と 16の最小公倍数は 48だから、次に同時に
出発するのは 48分後です。
18と 27の最大公約数9が、いちばん大きい正方
形の1辺の長さになります。
正方形は、たてに2まい、横に3まい切り取れるか
ら、全部で、2*3=6（まい）切り取れます。

単位量あたりの大きさ⑴

18　20.53　310　40.56　5Ｂ　615　
71.88　818　91.8　01.8　QＢ
1406900　2328　3275400　4358　5Ｂ

1㋐　2㋒
3あ㋐…2.5羽 ㋒…2.6羽
い㋐…0.4 m#　㋒…約 0.38 m#
う㋒

1ニワトリの数が同じなので、面積が小さい㋐の方
がこんでいます。

2面積が同じなので、ニワトリの数が多い㋒の方が
こんでいます。

3あ㋐　10/4=2.5　㋒　13/5=2.6
い㋐　4/10=0.4　㋒　 / . 45 13 0 38 g=
う1m#にたくさんのニワトリがいるので、㋒の
方がこんでいます。1羽のニワトリが使える広
さが少ない㋒の方がこんでいます。

1㋐12/5=2.4
㋑15/6=2.5 答え　㋑

2㋐900/5=180
㋑1435/7=205 答え　㋑

155632/152=366 答え　366人
2Ｂ市

1マット1まいあたりの人数で比
くら
べます。

21両あたりの人数で比べます。

1人
じん
口
こう
密
みつ
度
ど
は1km#あたりの人数なので、

人口/面積で求めます。
2Ｂ市の人口密度は、35520/96=370（人）

11140　24　335　435
2135　29　3315　4315
31525　235　315　415

12520/40=63 答え　63 g
263*100=6300 答え　6300 g
31575/63=25 答え　25 cm

1 1cmあたりの重さ=重さ/長さで求めます。
21m=100 cmだから、1mの重さは、

1cmあたりの重さを 100倍にします。
3長さ=重さ/1cmあたりの重さで求めます。

6 6

7

8

7

8

6
28ページ

1

2

29ページ
1 1

2

3

2

3

30ページ
1

31ページ
1 1
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けんじさんの家の畑　105/70=1.5
まさおさんの家の畑　126/90=1.4
 答え　けんじさん
Ａ
エー
　270/6=45

Ｂ
ビー
　400/8=50 答え　Ｂ

1560/40=14 答え　14 km
214*50=700 答え　700 km
3980/14=70 答え　70 l

1m#あたりのじゃがいもの採
と
れ高（重さ）を計算し

ます。
1個

こ
あたりのねだんで比べます。

1 1lあたりで走る道のり=道のり/ガソリンの
量で求めます。

2道のり=1lあたりで走る道のり*ガソリンの
量なので、1で求めた1lあたりで走る道のり
14 kmに、ガソリンの量をかけます。

1㋑
2㋐

1Ａ小学校…約9m#
Ｂ小学校…約 10 m#

2Ａ小学校…約 0.11人
Ｂ小学校…約 0.10人

11m#あたりの人数で比べます。
㋐8/6=1.33… ㋑13/9=1.44…

21両あたりの人数で比べます。
㋐1260/9=140　　㋑1620/12=135

1運動場の面積/児童数で求めます。

Ａ小学校　 / .8 88700 980
9

g=

Ｂ小学校　 / .9 67300 760
10

g=
2児童数/運動場の面積で求めます。
Ａ小学校　 / . 2980 8700 0 11 g=
Ｂ小学校　 / .0 00 0 176 73 04g=

1北川町　19280/60=321.3…
 答え　約 321人
東山町　16800/53=316.9…

 答え　約 317人
2東山町、北川町、南西町
Ａ…810/6=135
Ｂ…1040/8=130 答え　Ａ
1360/8=45 答え　45 g
245*14=630 答え　630 g
3522/45=11.6 答え　11.6 m
1450/25=18

720/18=40 答え　40 l
218*32=576 答え　576 km

1人口密度は、人口/面積で求めます。
2南西町の人口密度は、

7900/24=329.1…
より、約 329人です。

1さつあたりのねだん=全部の大きさ/いくつ分
=代金/さっ数で比べます。
1 1mあたりの重さ=全部の重さ/長さ
2全部の重さ=1mあたりの重さ*長さ
3長さ=全部の重さ/1mあたりの重さ
1まず、ガソリン1lあたりで走る道のりを、
道のり/ガソリンの量で求めます。次に、720 km
を走るのに使うガソリンの量を、
道のり/1lあたりで走る道のりで求めます。

21lあたりで走る道のり*ガソリンの量で求めます。
1Ｂ
23240個

11分間あたりにできるクッキーの個数は、
Ａ…286/22=13（個）
Ｂ…224/16=14（個）

21分間では、全部で、13+14=27（個）できま
す。また、2時間=120分なので、できるクッキー
の個数は、27*120=3240（個）

小数のかけ算

1160　22.6　2126　21560　3156　4156
111　2196　3196　212.8

2

3

4

2

3
4

32〜33ページ
1

2

1

2

3

4

5

6

3

4

5

6

7 7

7
34ページ
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180*2.7　2216円
1㋐10　㋑1050　㋒10　㋓105
2㋐10　㋑1350　㋒10　㋓135

280*2.7=80*27/10=2160/10=216
135は 3.5の 10倍だから、答えは 30*35の

10
1 です。

215は 1.5の 10倍だから、答えは 90*15の

10
1 です。

17*3.4　2

 答え　23.8 g

1 1mあたりの重さ*長さで計算します。
2「整数*小数」の筆算は、小数点がないものとし
て「整数*整数」の筆算と同じように計算します。
3.4の小数点より下は1けたなので、積の小数点
は、小数点より下が1けたになるようにつけます。

1 2 3

4 5 6

かける数を 10倍して、整数の計算から求めても筆
算で求めても答えは同じになります。

114　232　3448　44.48
13360、1344、16.8　232、4、0.72
小さく、㋑、㋓（㋑と㋓は入れかわってもよい）

1 2 3

4 5 6

積の小数点は、かけられる数とかける数の小数点よ
り下のけた数の数の和だけ、右から数えてつけます。

積に小数点をつけたあと、0のあつかいに注意しま
す。
小数点より下のけたの右はしから続く0を消します。
23一の位に0を書きます。
重さ=1mの重さ*長さで求めます。
かける数が1より小さい小数のとき、積は、かけら
れる数より小さくなります。
かける数が1より大きい小数のとき、積は、かけら
れる数より大きくなります。
かける数が1のとき、積は、かけられる数と同じに
なります。
長方形の面積=たて*横の公式にあてはめて、
花だんの面積を求めます。

1 2 3

12.8*1.1=3.08 答え　3.08 kg
22.8*0.9=2.52 答え　2.52 kg
㋐、㋓
2.9*3.8=11.02 答え　11.02 m#

35ページ
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10.6　23　30.6　44.8
112.5　210　316　216.8　210　373

10.9　22.5　31.8　45 1かけられる数とかける数を入れかえても、積は変
わりません（交かんのきまり）。

23つの数をかけるとき、かける順
じゅん
序
じょ
を変えても、

積は変わりません（結合のきまり）。
3（■+▲）*●=■*●+▲*●
4（■-▲）*●=■*●-▲*●

（分配のきまり）

1㋐5.7　㋑10　㋒26
2㋐3.4　㋑10　㋒35

「ヒント」のように考えたうえで、分配のきまりを右
から左へ使います。
1●*■+●*▲=●*（■+▲）
2●*■-●*▲=●*（■-▲）

13.8*4*2.5=3.8*(4*2.5)
 =3.8*10=38

20.5*6.3*2=6.3*0.5*2
 =6.3*(0.5*2)

 =6.3*1=6.3
36.9*2.4+3.1*2.4=(6.9+3.1)*2.4

 =10*2.4=24
43.5*2.9-3.5*0.9=3.5*(2.9-0.9)

 =3.5*2=7

1結合のきまりを使って、4*2.5=10を先に計
算すると、計算がかんたんになります。

2交かんのきまりと結合のきまりを使って、
0.5*2=1が利用できるようにします。

3■*2.4+▲*2.4=（■+▲）*2.4です。
43.5*■-3.5*▲=3.5*（■-▲）です。

1㋐10　㋑10　㋒32　㋓36　㋔ 100
1

㋕11.52
2㋐234　㋑17　㋒234　㋓17　㋔3978

1 3.2 * 3.6 =

32 * 36 =1152
2 2.34 * 1.7 =

234 * 17 =3978
190　242　30.024

1 2 3

4 5 6

120*4.5=(20*45)/10
 =900/10=90
270*0.6=(70*6)/10=420/10=42
30.06*0.4=(6*4)/1000
 =24/1000=0.024
小数点がないものとして、整数の計算と同じように
計算します。
積の小数点は、2つの数の小数点より下のけた数の
数の和だけ、右から数えてつけます。
341+1=2（けた）
562+1=3（けた）

38ページ
1
2
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3 3
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式　7.3*9.5=69.35 答え　69.35 m# 長方形の面積=たて*横の公式にあてはめて、
面積を求めます。

1<　2=　3<　4>

1式　8.2*4.5=36.9 答え　36.9 g
2式　8.2*0.7=5.74 答え　5.74 g
12*9.8*0.5=9.8*2*0.5
 =9.8*(2*0.5)
 =9.8*1=9.8
28.4*4.6-4.4*4.6=(8.4-4.4)*4.6
 =4*4.6=18.4

かける数>1のとき、積>かけられる数。
かける数<1のとき、積<かけられる数。
かける数=1のとき、積=かけられる数。
重さ=1mあたりの重さ*長さ
で求めます。
1交かんのきまりと結合のきまりを使って、

2*0.5=1が利用できるようにします。
2■*4.6-▲*4.6=（■-▲）*4.6

29.7 もとの数を□とおけば、□+4.5=11.1より、
□=11.1-4.5=6.6なので、正しい答えは、
6.6*4.5=29.7

小数のわり算

11320　21.6　2110　210　316　4200　5200
14　225

11.5　21.5　310　41.5　515
6180　7180

1㋐60　㋑12　㋒5
2㋐450　㋑18　㋒25

1.5 l分のねだんから1l分のねだんを求めます。
ジュースの量のように、いくつ分にあたる数が小数
であっても、1つ分の大きさを求める計算は、整数
と同じように、わり算になります。
わられる数とわる数をそれぞれ 10倍して、整数ど
うしのわり算にします。

1 2

3 4

わる数が整数になるように 10倍します。
わられる数も 10倍して、整数どうしのわり算をし
ます。
34商の一の位の0をわすれないようにします。

78/5.2=15 答え　15 m 長方形の面積=たて*横の公式から、
横=長方形の面積/たてなので、
78/5.2=780/52として計算します。

110　210　346.8　41.8　51.8
110　210　35　45
136.0　21.5　31.5

4 4

5

6

7

5

6

7

8 8

8
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1 2 3

4 5 6

㋑、㋒
1 2

3

　

わる数が整数になるように小数点を右に移
うつ
します。

わられる数も同じだけ小数点を右に移します。
商の小数点はわられる数の右に移した小数点にそろ
えてつけます。
わる数が1より大きい小数のとき、商は、わられる
数より小さくなります。
わる数が1より小さい小数のとき、商は、わられる
数より大きくなります。
わる数が1のとき、商は、わられる数と同じになり
ます。
わり進めるわり算です。
小数でわる筆算でも、下の位に0があると考えて、
わり進めることができます。
1わられる数 8.5を 10倍して 85ですが、わり
進めるために、85.0と考えます。

2246を 246.0と考えます。
327.3を 27.30と考えます。

1 2 わる数を 100倍して整数になおします。
わられる数も 100倍して計算します。
100倍すると小数点は右へ2けた移ります。
とくに指示がないときには、わり進めましょう。

13　20.4　33　40.4　52.2　60.6　73　80.4
19.1　22.6　33.5　43.5

2.8/3.7 0.75
8
g=  答え　約 0.8 kg   商は、小数第二位を四

し
捨
しゃ
五
ご
入
にゅう
し

て、小数第一位まで求めます。

　
11.53　25.63 商は、小数第三位を四捨五入して、小数第二位まで

求めます。
1 2
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9/1.4=6あまり 0.6
 答え　6ふくろできて、0.6 kgあまる。

 ふくろの数は整数です。
商は整数で求め、あまりを出します。
あまりの小数点は、わられる数のも
との小数点にそろえてつけます。

7.8/1.5=5.2 答え　5.2 g

1つ分の大きさ（単位量あたりの大きさ）を求めるか
ら、全部の大きさ/いくつ分=7.8/1.5=5.2

15.4*2.3=12.42 答え　12.42 g
224.3/5.4=4.5 答え　4.5 m

1つ分の大きさ（単位量あたりの大きさ）は 5.4 g
です。
1

全体の重さ（全部の大きさ）を求めるから、
1つ分の大きさ*いくつ分=5.4*2.3
 =12.42

2

全体の長さ（いくつ分）を求めるから、
全部の大きさ/1つ分の大きさ=24.3/5.4
 =4.5

1㋐10　㋑16　㋒5
2㋐10　㋑71.4　㋒3.4
1>　2< わる数<1のとき、商>わられる数。

わる数>1のとき、商<わられる数。
1 2

3 4

5 6

わる数を 10倍、100倍して整数にします。
わられる数も同じように 10倍、100倍して計算
します。

3 3
]. .

.

.1 4 9
8
0

0
4
6

6

4 4 0 □

0
長さ

重さ
(g)

(m)1 1.5

7.8

5 5

0

0
長さ

重さ
(g)

(m)2.31

5.4 □

0

0
長さ

重さ
(g)

(m)

24.3

1 □

5.4

48〜49ページ
1

2 2

3
]. .5

5
0

2 5 1
1

6
0
0

]. .
2
4
0
4
4

0

8 5 2
1

0
7
3
3

4
0

0
0

]. .

0

1 3 9
9

7
1
1

]. .

0

2 8 5
5

2
6
6

].
.
..

1

4

5

0
0
0

0 8 1 1
8
3
3

4
6

6
2
4

]. .
.
.0 9 6 0 2

1

0
4
9
4
4

2
0
2
8
8

5

0
0
0

3
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12.67　22.18　38.81 1 2

3

12あまり 0.6
23あまり 0.5
34あまり 1.24

あまりの小数点は、わられる数のもとの小数点にそ
ろえてつけます。
1 2

3

式　30.8/3.6=8.55… 答え　約 8.6 m

式　3.8/0.6=6あまり 0.2
 答え　6個

こ
できて、0.2 lあまる。

1式　6.72/4.2=1.6 答え　1.6 dl
2式　13.6/1.6=8.5 答え　8.5 m#

「小数/整数」は4年で学習して
います。小数でわる筆算は、小数を整数になおして始め
ますが、商やあまりの小数点のつけ方に注意が必要です。
せかさず、ゆったり学習させてください。

筆算のしかたがややこしい
ね。まちがえた計算は答えを確

たし
かめて、もう1回やって

みよう。正しくできた計算も、あとでもう1回やるとい
いよ。自信がつくよ。

1

（1つ分の量）=（全体の量）/（いくつ分）
21で求めた1つ分の量を使います。

（いくつ分）=（全体の量）/（1つ分の量）

4 4

]. .
.
.0 3 0

2
8
6
2
1

6

0
8
2
1

6

0
8
2
1

6

0
8
2

7

]. .
.
.5 6 1

1
2
1
1

2
2
2
0
5
4
3

1

0
6
4
9
4
4

7

0
2
8
4
3

8

0
8
2

8

].
.
..6

5

2

5
0

1

0

0

0 9 6
5

0
5
5

8
8

6

8

2
8
6
1

9
1
6
4

1

9
1

5 5

]. .

.

7

0

3 8
7

2
0
4
6

]. .

.0

2 3 7
6

3
4
9
5

]. .

.

.
4
2
0
2 4

1 5 7
6
1

4

6 6

]. .
.
.3 6 3

2
0
8
2
1

8
8
8
0
8
2
1

5

0
0
0
8
2

5

0
0
0

6

7 7
]. .

.

.

0

0 6 3
3

6
8
6
2

8 8

(dL)

0

0 □
ペンキの量

ぬれる面積
(　 )1

6.72

4.2 m2

(dL)

0

0
ペンキの量

ぬれる面積
(　 )1 □

13.61.6

m2
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倍の計算〜小数倍〜

1あ63　い45　う1.4　え1.4
2あ36　い45　う0.8　え0.8
3あ36　い2.5　う90　え90
4あ36　い90　う0.4　え0.4
5い

34

㋒の高さ　　　　㋓の高さ

2.5と 0.4には、2.5*0.4=1の関係があり
ます。

5㋑が 63 cmで、㋑の目もりが 0.7、㋓の目もり
が1になっているものを選びます。

15.2/2=2.6 答え　2.6倍
22.4/2=1.2 答え　1.2倍
32.4*1.25=3 答え　3m
42.4/3=0.8 答え　0.8倍

34

㋒の長さ　　　　㋓の長さ

1.25*0.8=1の関係があります。

図形の角

11180　230　350　4100　（2と3は入れかわってもよい）
212　250　3180　450　580
1180　2180　365　4115　5180　665　7115

1180&-(20&+25&)=135& 答え　135&
2イ35&
ウ180&-35&*2=110& 答え　110&

3180&-(90&+50&)=40& 答え　40&
4180&/3=60& 答え　60&

140&+30&=70& 答え　70&
250&+80&=130& 答え　130&
1110&-50&=60& 答え　60&
230&+45&=75&

180&-75&=105& 答え　105&

どんな三角形でも、3つの角の大きさの和は 180&
です。
2二等辺三角形は、2つの角の大きさが等しい三角
形です。

4正三角形は、3つの角の大きさが等しい三角形で
す。
三角形の1つの角の外側にできる角の大きさは、三
角形の他の2つの角の大きさの和に等しくなります。
150&と、㋐の角の大きさとの和は 110&です。
2㋑ととなり合った角の大きさは、

30&+45&=75&になります。

1180　112　2180　32　4360
214　2360　3180　44　5360　6360
1360　11360　260　390　480　5130　（234はどの順でもよい）
2140　2360　340　4140

長さを比
くら

べよう　 50〜51ページ
1 1 *2.5

*0.4

2 2 *1.25

*0.8

9
52ページ

1

2

53ページ
1

2

3

1

2

3

54ページ
1

2
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1360&-(80&+70&+135&)=75&
 答え　75&
2360&-(65&+105&+85&)=105&
 答え　105&
3360&-(110&+90&+100&)=60&
 答え　60&
4360&-(95&+125&+75&)=65&

180&-65&=115& 答え　115&
5360&-130&=230&

360&-(30&+230&+45&)=55&
 答え　55&
6360&-55&*2=250&

250&/2=125& 答え　125&

四角形の4つの角の大きさの和は 360&です。
4はじめに、㋓の左どなりの角の大きさを求めます。
5次の図のように、2つの三角形に分けると、色を
つけた4つの角の大きさの和は、三角形2つ分、
つまり 360&に等しくなります。

6平行四辺形の向かい合った角の大きさは等しいの
で、55&*2と、㋕の角の大きさの2倍との和が
360&になります。

1360&-(60&+90&+45&)=165&
 答え　165&
235&+45&=80&

360&-(90&*2+80&)=100&
 答え　100&

三角定
じょう
規
ぎ
は、30&、60&、90&の直角三角形と 45&、

45&、90&の直角二等辺三角形です。
求めたい角が4つの角のうちの1つであるような四
角形に注目します。

16　26　3180　46　51080　6360　7720
17　2七　34　45　5180　65　7900

1㋐180　㋑5　㋒360
2㋐180　㋑3
3㋐180　㋑360
（㋐と㋑は入れかわってもよい）

1五角形の中に点をとって、5つの三角形に分けて
います。三角形5つ分の角の大きさから、中の点
に集まった角の 360&をひきます。

21つの頂
ちょう
点
てん
から引いた対角線で3つの三角形に分

けています。三角形3つ分の角の大きさになりま
す。

3対角線1本で三角形と四角形に分けています。三
角形1つ分、四角形1つ分の角の大きさの和にな
ります。

1540&-(90&+120&+110&+105&)=115&
 答え　115&
2720&-(125&+110&+120&+135&+100&)

=130& 答え　130&

1五角形の5つの角の大きさの和は 540&です。
2六角形の6つの角の大きさの和は 720&です。

1八角形　25本　36つ　41080& 18本の直線で囲
かこ
まれた図形なので、八角形です。

23次の図のように、5本の対角線で、6つの三角
形に分けられます。

4180&*6=1080&

55ページ
1 1

2 2

56ページ
1
2

57ページ
1 1

2 2

3 3
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1四角　2五角　3六角

㋐多角形　㋑対角線
1180&-(35&+65&)=80& 答え　80&
2180&-30&=150&

150&/2=75& 答え　75&
350&+55&=105& 答え　105&
445&-30&=15& 答え　15&

1360&-(105&+120&+70&)=65&
 答え　65&
2180&-130&=50&

360&-(50&+140&+90&)=80&
 答え　80&
3540&-(130&+90&+110&+90&)=120&
 答え　120&
4180&/3=60&

60&*2=120& 答え　120&

四角形の4つの角の大きさの和は 360&、
五角形の5つの角の大きさの和は 540&、
六角形の6つの角の大きさの和は 720&です。

2㋑の角の大きさを□&とすると、
30&+□&*2=180&　　
□&*2=180&-30&=150&
□&=150&/2=75&

4㋓の角の大きさを□&とすると、
□&+30&=45&
□&=45&-30&=15&

12四角形の4つの角の大きさの和は 360&です。
3五角形の5つの角の大きさの和は 540&です。
4正三角形の1つの角の大きさは 60&で、その2
つ分です。
また、六角形の6つの角の大きさの和は 720&
で、この六角形の6つの角はすべて同じ大きさな
ので、720&/6=120&のように求めることも
できます。

1㋓　2㋐　3㋑　4㋒

16本　27つ　31260&

1三角形2つ分と四角形1つ分の和の式だから、
図は㋓。

2三角形4つ分の角の大きさ。図は㋐。
3三角形5つ分から、直線の角の大きさ 180&を
ひいた式と考えられるから、図は㋑。

4三角形6つ分から、1つの点に集まった角 360&
をひいた式と考えられるから、図は㋒。

19-3=6（本）
26+1=7（つ）
3180&*7=1260&

分度器を使うことは、4年で学
習しています。ここでは、理由を考えながら、計算で角
の大きさを求めます。1段階進んだ学習です。

三角形1つ分の角の大きさ
が 180&であることが、すべてのもとになります。
多角形でこまったら、三角形に分けて考えましょう。

単位量あたりの大きさ⑵

11160　24　340　440
21750　25　3150　4150
1480　26　380　4700　510　670　7けんと

58〜59ページ
1

2
3

4

1

3

4

5

6

5

6
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60ページ
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1えりさん　2ゆかさん　3ゆかさん 1かかった時間が同じときは、道のりが多い方が速
いです。
同じ時間で、えりさんは 840 m歩き、はなさん
はそれより少ない 720 mしか歩いていません。

2歩いた道のりが同じときは、かかった時間が少な
い方が速いです。
はなさんは 15分かかりましたが、ゆかさんは
12分で歩いています。

3道のりも時間もちがうので、1分間あたりに歩い
た道のり（分

ふん
速
そく
）で比

くら
べます。

えりさん　840/15=56（m）
ゆかさん　720/12=60（m）
1分間あたりに歩いた道のりが多いゆかさんの方
が速いといえます。

1時
じ
速
そく

80 km
2分速 240 m
3秒

びょう
速
そく

12 m

速さ=道のり/時間にあてはめて求めます。
1240/3=80（km）
2960/4=240（m）
3540/45=12（m）

1としのりさん
2飛行機Ｂ

ビー
1としのりさんの秒速…80/16=5（m）
まさおさんの秒速…54/12=4.5（m）

2飛行機Ａ
エー
の時速…3450/3=1150（km）

飛行機Ｂの時速…2340/2=1170（km）

160　24　34　460　514400　614400　714.4
160　23　360　43　5180　6180
1280　270　3280　470　54　64

1秒速…150/60=2.5 答え　秒速 2.5 m
時速…150*60=9000
　　　9000 m=9 km 答え　時速9 km

254 km=54000 m
分速…54000/60=900
 答え　分速 900 m
秒速…900/60=15 答え　秒速 15 m

11分=60秒なので、分速を秒速になおすには、
60でわります。1時間=60分なので、分速を
時速になおすには、60をかけます。

2まず、kmを mになおします。次に、分速にな
おすために 60でわります。さらに、秒速になお
すために分速を 60でわります。

㋒ 分速にそろえて比べます。時速を分速になおすには、
60でわります。
秒速を分速になおすには、60をかけます。
㋐21 km=21000 m、21000/60=350 よ
り、犬の分速は 350 mです。

㋒6*60=360より、男子の分速は 360 mです。
よって、もっとも速いのは、㋒の男子です。

14*25=100 答え　100 m
265*12=780 答え　780 m

道のり=速さ*時間で求めます。

61ページ
1 1

2 2

3 3

62ページ
1
2
3

63ページ
1 1
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3 3
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14500/750=6 答え　6分
2240/48=5 答え　5時間
36km=6000 m

6000/25=240（秒）
240/60=4 答え　4分

時間=道のり/速さで求めます。
1□分かかるとして、道のり=速さ*時間の式を
使って考えることもできます。
750*□=4500　　□=4500/750=6

3秒速を分速になおして考えることもできます。
分速は、25*60=1500（m）です。
6km=6000 mなので、かかる時間は、
6000/1500=4より、4分です。

1135/3=45 答え　時速 45 km
2520/8=65 答え　分速 65 m
160/8=7.5 答え　秒速 7.5 m
2りょうさん
㋐72 km　㋑20 m　㋒1.5 km　㋓25 m
㋔864 km　㋕14.4 km

速さ=道のり/時間で求めます。
2秒速で比べます。しゅんさんの速さは、

36/5=7.2より、秒速 7.2 mです。
1時間=60分、1分=60秒です。分速から時速
になおすとき、秒速から分速になおすときは、60
をかけます。逆に、時速から分速になおすとき、分
速から秒速になおすときは、60でわります。
㋐1.2*60=72
㋑1.2 km=1200 m　　1200/60=20
㋒90/60=1.5
㋓1.5 km=1500 m　　1500/60=25
㋔より㋕を先に計算します。
㋕240*60=14400　　14400 m=14.4 km
㋔14.4*60=864

チーター チーターの秒速を時速になおして比べてみます。
30*60*60=108000で、
時速 108000 m=時速 108 kmとなります。

112.5*40=500 答え　500 m
2600/120=5 答え　5時間
31.8 km=1800 m

1800/80=22.5（分）
22.5分=22分 30秒 答え　22分 30秒

454 km=54000 m
54000/60=900
900*5=4500 答え　4500 m

1道のり=速さ*時間
2時間=道のり/速さ
3道のりをmの単位になおしてから計算します。

22.5分は、22分 30秒のことです。
4まず、時速 54 kmを分速 900 mになおします。
次に、これを使って、トンネルの長さを、
道のり=速さ*時間で求めます。

1175 m
216分後

190+85=175（m）
22人が出会うのは、2人が歩いた道のりの和が

2800 mになるときなので、2人が同時に歩き
始めてから、2800/175=16（分後）

1秒速 340 m
235 W

速さ、道のり、時間の3つの量
の関係に、kmとm、時間と分と秒の換算までからんで
きます。落ち着いて、十分に納得してから次のステップ
へ進むよう、声をかけてあげてください。

115 Wのときの音の速さは、0Wのときよりも、
秒速で、0.6*15=9（m）速くなるので、求め
る秒速は、331+9=340（m）

2このときの音の秒速は、2816/8=352（m）
よって、0Wのときよりも、秒速で、
352-331=21（m）速いので、求める気温は、
21/0.6=35（W）

「道のり=速さ*時間」の式をしっかりおぼえておきましょう。速さが知りたい、時間が知りた
いというならば、知りたい量を□とすると、すぐにかけ算の式が書けます。わり算になおして答えを求めましょう。

4 4

64〜65ページ
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3
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分数のたし算とひき算

1最大公約数　28　38　48　58　62　73
16　29　312　415　54　66　78　810　915　08　⑪>

1㋐10　㋑6　㋒20
2㋐21　㋑2　㋒7

1 5
2= 4 = 15 = 8

2 42
6 = 3 = 14 = 1

1 3
2　2 4

3　3
5
9　42 7

2 分母、分子を、分母と分子の最大公約数でそれぞれ
わります。
112と8の最大公約数は4です。
264と 48の最大公約数は 16です。
318と 10の最大公約数は2です。
456と 16の最大公約数は8です。

1>　2<　3>　4< 通
つう
分
ぶん
して比

くら
べます。

1 5 15
31 = と 15

2 を比べます。

3 6
5

18
15= と 1

9
7

18
4= を比べます。

11 6
5

4
7>

2 2
1

5
3

3
2< <

1仮
か
分
ぶん
数
すう
にすると、1 16

5
6

11
2

22= = 、 12
2

4
7 1=

22、3、5の最小公倍数 30で通分すると、

2
1

30
15= 　　3

2
30
20= 　　 305

3 18=

113　24　32　43　214　29　313　41　51
12　23　37　44　51

1 24
23　2 30

23　3 8
5　4 03

17　5 4
3

6 01
9

1
5

8
1

6 24
20

24
3

24
23+ = + =

2
23

10
3

15
7

30
9

30
14

30+ = + =

3
1

88
3

4
3

8
2

8
5+ = + =

4
1

5
2

6 30
12

30
5

30
17+ = + =

5
2

6
1

12
7

12 12
7

12
9

4
3+ = + = =

6 15 6 30
2

30
25

30
71 5 2

10
9+ = + = =

11
66ページ

1
2

67ページ
1 1

*4*3*2

*4*3*2

/6/3/2

/6/3/2

2 2

3 3

4 4
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11 1
1
5　21 4

29
2　31 12

7 　41 1
6　 1 3

2
5
2

15
10

15
6

15
16 1 15

1+ = + = =

2 6
5

7
6

4
35

42
36

42
71 1 42

29
2+ = + = =

3 14
3

6
5

12
9

12
10

12
19

12
7+ = + = =

4 10 15 30
2

30 30 1 19 4 7 8 35
6
7

6+ = + = = =

13 21
13　23 12

11　32 15
13　43 02

11　53 8
3

6
14 4

11 17
2 2 3

1
21
6 2 21

7 3 21
13+ = + =

2 32 6
1 1 4

3 2 12
2 1 12

9
12
11+ = + =

31 1 1 210
7 1 6 30

21 1 30
5 2 30

26
15
13+ = + = =

41 112
1 2 15

7
60
5 2 60

28 3 60
33 3 20

11+ = + = =

51 1 34
3 1 8

5
8
6 1 8

5 2 8
11

8
3+ = + = =

61 12
7 2 3

2 1 12
7 2 12

8+ = +

 3 12
15 3 4

5 4 4
1= = =

114　29　31　42
19　221　319　41　57　69　79　81　97

1 24
5 　2 1

1
8　3

1
3　4 10

7 　5 4
3

6
11
24

1
7 21
8 3

2
24 24

16
24
5= =- -

2 9
8

6
5

18
16

18
15

18
1- = - =

3 6
1

2
1 1

6
3

6
1

6
2

3- = - = =

4 6
5

15
2

30
25

30
4

30
21

10
7- = - = =

5 0
2

0 05
7

20
13

2
8

2
13

2
15

4
3- = - = =

6
5

4 412
13

8 24
26

2
15

2
11- = - =

13 7
18　22 4

3　3 1
11

4　41 15
7

14 1 4 1 39
5

18
3

18
10

18
3

18
7- = - =

25 12
11 3 6

1 5 12
11 3 12

2 2 12
9 2 4

3- = - = =

3

4

　

1
11
12　2 15

2
1

11
2
1

4
3

3
1

12
6

12
9

12
4

12- = + - =+

2 6
5

5
1

2
1

30
25

30
6

30
15

30
4

15
2- - = - - = =

2 2

3 3

70ページ
1
2

71ページ
1 1

2 2

2 2
1 1 7

5
14
7 1 14

10

1 14
21 1 14

10
14
11

2- = -

= - =

3 6
1 1 10

7 3 30
5 1 30

21

2 30
35 1 30

21 1 30
14 1 15

7

- = -

= - = =

3 3
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2 3
11

8
9

12
13

8- - = 　 答え　1
8 kg

　

1 4
3　2

1
5 分母と分子の最大公約数で、分母、分子をそれぞれ

わります。

1>　2< 1 3
2

21
14= と 7

4
21
12= を比べます。

2 6
5

24
20= と 8

7
24
21= を比べます。

1 24
19　21 15

2 　31 10
1 　4 18

7 　

5 1
11

2　6
1
4　

1
5 1

24 24 248 6
15 4 19+ = + =

2

3 6
5

15
4

30
25

30
8

30
33 1 30

3 1 10
1+ = + = = =

4
5 15
6 9

4
18 18

8
18
7= =- -

5 6
5

12
21

12
10

12
11

4
7 - = - =

6
5

12 12 123
2

12
8 5 3

4
1- = - = =

14 1
8　27 1

2　33 02
7 　41 19

24　 11 5 1 5 3 4 1
2
1 2 8 8

4 2 8 8
9

8= = =+ +

2

3 36 4
3 3 5

2 6 20
15 3 20

8
20
7= =- -

4

　

1 9
7　2 5

2　 1 6
5

2
1

9
4

18
15

18
9

18
8

18
14

9
7- + = - + = =

2

　

1式　 810
7 5

40
3- =

 答え　牛にゅうが 40
3 l多い。

2式　 1 40
13

8
5

10
7 =+  答え　1 40

13 l

式　4 43
1

9
4

9
7+ =  答え　4 9

7 km

式　3 1 26 8
5

24
13- =  答え　2 24

13 kg

1通分すると、8
5

40
25= 　　 40

2
10
7 8=

だから、牛にゅうの方が多いです。

40
2

40
2

4010
7

8
5 8 5 3- = - =

2 10
7 2

0 18
5

40
25

40
8

4
53

40
13+ = + = =

4 3
1

9
4 4 9

3
9
4 4 9

7+ = + =

3 6
1

8
5 3 24

4
24
15 2 24

28
24
15 2 24

13- = - = - =

4 4 2 3
1

8
9

12
13 2 24

8
24
27

24
26

24
56

24
27

24
26

24
3

8
1

- - = - -

= - - = =

72〜73ページ
11 1

2 2

3 3

6
5

10
3

30
25

30
9

30
34

1 30
4 1 15

2

+ = + =

= =

4 4

4 14
11 2 7

5 4 14
11 2 14

10

6 14
21 7 14

7 7 2
1

+ = +

= = =

3 8
5 1 6

5 3 24
15 1 24

20

2 24
39 1 24

20 1 24
19

- = -

= - =

5 5

15
8

10
7

6
5

30
16

30
21

30
25

30
12

5
2

+ - = + -

= =

6

7

8

6

7

8
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分数と小数・整数

13　21 3
1　24　3 3

4　4 3
4

119　27　3 7
9　4 7

9

215　27　3 7
5　4 7

5

1あ3　い1.5　う1　え0.75　お0.6
か0.5　き0.428…　く0.375

2㋐3/1、3/3
㋑3/2、3/4、3/5、3/6、3/8
㋒3/7

1
1
5　2 10

3 　3
11
14　4 4

7

18　25
3（例）11、6

1 11
3 倍　2

11
3 倍

/● ▲
▲
●=

3ほかに、22と 12、33と 18、…など、

約分すると 6
11 になるいろいろな数が入ります。

/●
▲
●

▲= を使って求めます。

113　24　30.75　21100　217　3100
313　21　36　42　59　63

17　26　31.166…　41.17　5
1
3　6 6

7

10.31　23　31.4 1 / .100
31 31 100 0 31= =

2 /3
9 9 3 3= =

3 / .1 5 5 52 7 7 1 4= = =

1 10
9 　2 100

139 1 100
39

c m　 10.9は、0.1が9個
こ
分です。

21.39は、0.01が 139個分です。
1㋐4　㋑8　㋒12
2㋐8　㋑16　㋒24

あ0.4　い 5
4　う1 5

1　え1.6

整数は、分母をどんな整数に決めても分数で表すこ
とができます。

/ .5
2 2 5 0 4= = 　　 .0 8 10

8
5
4= =

. 10 5 1 51 2 12 6 1= = = 、 / .1 8 5 15
3

5
8 6= = =

1 . .5
3 0 7 4

4 1 8
1 1 2、 、 、、

2 . .1 20
9 1 2

1 1 8 2 1 3
7

、 、 、、

分数を小数や整数で表して大小を比
くら
べます。

1 14
4 = 　　 .5

3 0 6= 　　 .1 8 1 1258
1 9= =

2 .1 1 12 2
3 5= = 　　 .3

7 2 33…=

.1 1 4520
9

20
29= =

12
74ページ

1

2

75ページ
1

2

3

4

2

3

4

76ページ
1

2

77ページ
1 1

2 2

3

4

3

4

5 5
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1 8
3　2

1
3　3 3

8
32 2

c m　4 5
36

57 1
c m わり算の商を分数で表すときは、わる数を分母、

わられる数を分子とした分数にします。約分ができ
る場合には、約分をします。

10.26　25　31.75　42.8 1 / .50
13 13 50 0 26= =

2 /4
20 20 4 5= =

3 / .7 44
7 1 75= =

4 / .2 5
14 15

4 4 5 2 8= = =

1 5
4　2 100

27 　3 20
27

20
71c m 10.8は 0.1の8個分です。

.0 1 10
1= だから、 .0 8 10

8
5
4= =

20.27は 0.01の 27個分です。

.0 01 100
1= だから、 .0 10027 27=

31.35は 0.01の 135個分です。

.0 01 100
1= だから、 . 1001 35 135

20
27= =

1>　2<　3=　4< 分数を小数で表して、大小を比べます。

1 .07
5 71…= 　　2 .1 6

5 1 83…=

3 .2 4
1 2 25=  4 .3 3

1 3 33…=

1 7
4 倍　2 7

3 倍　3
4
3 倍 1 3

1
倍c m 1 /4 7 4

7= （倍）

2 /7 73 3= （倍）

3 /4 43 3= （倍）

1 .5
3

3
2 0 7 4

3
、 、、

2 .8
3

12
5 0 49 2

1
、 、 、

分数と小数がまじっているので、分数を小数で表し
ます。

1 .3
2 0 66…= 　　 .0 65

3 = 　　 .3 04 75=

2 .08
3 375= 　　 .012

5 4166…= 　　 .02
1 5=

1㋐3　㋑0.33…　2㋐9　㋑0.11…

1㋐ 3
1　㋑ 9

1　㋒ 9
4

2㋐ 9
4　㋑ 9

1　㋒ 9
5

3㋐ 3
1　㋑ 3

1　㋒ 3
2

分数には、大別すると2つの意
味があります。たとえば 4

3 は、4
1 が3つ分、3/4の

商の2通りの解釈ができます。これらがここの学習でつ
ながります。

0.22…=0.11…+0.11…=9 9
1

9
1 2+ =

0.77…=0.66…+0.11…= 9
1

93
2 7+ =

0.88…=0.77…+0.11…= 9
1

99
7 8+ =

また、0.99…は

. . .0 0 0 11 9 9 199 88 8 1
… … …= + = + =

となります。

78〜79ページ
1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

11

22 22

23/12/05 ぴったり _学図算数５年 _解答

三校



27

割
わり
合
あい
⑴

115　225　30.6　413　520　60.65
7大き　8小さ　9まさと
10.9　2792　3900　40.88　5小

ゆいさん 3人のシュートの成
せい
績
せき
は、

えみ　8
3　　たえ　8

2　　ゆい　5
2

8
3

8
2> 　　8

22
5< 　　 .8

3 0 375= 　　 .05
2 4=

 0.375<0.4
㋑ 比

くら
べられる量は客数、もとにする量は座

ざ
席
せき
数です。

㋐112/140=0.8
㋑102/120=0.85
となり、割合の大きい方がこんでいるといえます。

10.25　20　31　40.8

0.6

13/12=0.25
2比べられる量は0、もとにする量はくじをひいた
回数の8です。0/8=0
比べられる量が0の場合、割合は0になります。

3比べられる量は正答した数の 15、もとにする量
は問題数の 15です。15/15=1

4比べられる量は出席した人数の、20-4=16
また、もとにする量はクラスの人数の 20なので、
出席した割合は、16/20=0.8

51/85=0.6

11100　212　21100　260　31100　20.08　41100　20.26
13割

わり
　21割6分

ぶ
5厘
りん
　30.4　40.736

1あ30　い20　う24
2100 %

1両目…85 %
2両目…110 %

3割7分5厘

1あ45/150*100=0.3 *100=30（%）
い30/150*100=0.2 *100=20（%）
う36/150*100=0.24*100=24（%）

28+18+30+20+24=100
百
ひゃく
分
ぶん
率
りつ
で表した割合を全部たすと 100 %にな

ります。
1両目　102/120*100=85（%）
2両目　132/120*100=110（%）
定員より乗客数が多いときは、百分率は 100 %
より大きくなります。
打数8回がもとにする量、ヒット数3本が比べられ
る量です。3/8=0.375

百分率…88 %
歩
ぶ
合
あい
…8割8分

割合は、528/600=0.88

13
80ページ

1

2

81ページ
1 1

分母同じ 分子同じ
2 2

3

4

3

4

82ページ
1
2

83ページ
1

2

3

1

2

3

4 4
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10.7
2としきさんとみのりさん　割合 0.6
3ひろとさん　割合 0.75
10　20.8　30.16　41

128/40=0.7
2としき 18/30=0.6、ひろと 24/32=0.75
ゆりこ 14/28=0.5、みのり 21/35=0.6

1比べられる量は0で、割合は0です。
252/65=0.8
3136/850=0.16
415/15=1

　
172 %、7割2分
290 %、9割
3120 %、12割

1シュートが入った割合　20.6
3シュートが全部入ったとき

百分率（パーセント）や歩合は、
身近な題材です。まちがった使い方をしていないか、確
かめてあげてください。100円の 10 %はいくら？

比べられる量ともとにする
量をきちんと区別できますか。割合の1は、百分率では
100 %、歩合では 10割です。この区別にも注意。

1割合は、360/500=0.72
0.72*100=72（%）→7割2分。

218/20=0.9　　0.9*100=90（%）→9割。
3108/90=1.2、 1.2*100=120（%）
百分率で 100 %のとき、歩合では 10割と表
します。120 %は 12割です。

1記録は、8回シュートして6回入ったことを示し
ています。6/8=0.75なので、0.75はシュー
トが入った割合を表していると考えられます。

2比べられる量は6（回）のままで、もとにする量が
2増えて 10（回）になります。
成績は、6/10=0.6になります。

3シュートの成績を表す数は、0から1までの数に
なります。

図形の面積

14　27　34　47　528　628　
15　22　310　42.5　54　610

16*5=30 答え　30 cm#
27*3=21 答え　21 cm#
34*4=16 答え　16 cm#
18*5=40 答え　40 cm#
25*6=30 答え　30 cm#
38*12=96 答え　96 cm#
15*3.6=18 答え　18 cm#
23*4=12 答え　12 cm#
24/6=4 答え　4cm

平行四辺形の高さをたて、底辺を横とする長方形に
変えれば、面積を求めることができます。
1たて5cm、横6cmの長方形ができます。
垂
すい
直
ちょく
に交わっている直線と辺の長さが、それぞれ高

さと底辺になります。

底辺と、底辺に平行な辺との間の長さが、高さにな
ります。
「平行四辺形の高さ=面積/底辺」で求めます。

1半分 2
1
c m　210　36　430　

12.5　24　32　45　55　62　72　85　

84〜85ページ
1

2

1

2

3 0.3 0.45 0.6 0.526 0.08
30 % 45 % 60 % 52.6 % 8%
3割 4割5分 6割 5割2分6厘 8分

4

5

4

5

14
86ページ

1
2

87ページ
1

2

3

4

1

2

3

4

88ページ
1

2
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1直線Ａ
エー
Ｄ
ディー
　2直線Ｃ

シー
Ｅ
イー
　3直線Ｂ

ビー
Ｆ
エフ

18*5/2=20 答え　20 cm#
24*3/2=6 答え　6cm#
38*5/2=20 答え　20 cm#

底辺に向かいあった頂
ちょう
点
てん
から、底辺やそれをのばし

た直線に垂直になるように引いた直線の長さが高さ
です。
「三角形の面積=底辺*高さ/2」にあてはめます。
高さは、底辺に向かい合った頂点から、底辺やそれ
をのばした直線に垂直になるように引いた直線の長
さです。

14*6/2=12 答え　12 cm#
24*6/2=12 答え　12 cm#
312*2/10=2.4 答え　2.4 cm
412*2/8=3 答え　3cm

12底辺と高さが等しい三角形は、面積も等しくな
ります。「底辺*高さ/2」にあてはめて求めます。

34「高さ=三角形の面積*2/底辺」で求められ
ます。

1半分 2
1
c m　25　38　44　526　

1半分 2
1
c m　24　36　412　

1(8+14)*5/2=55 答え　55 cm#
2(4+9)*4/2=26 答え　26 cm#
3(8+10)*6/2=54 答え　54 cm#
116*8/2=64 答え　64 cm#
28*8/2=32 答え　32 cm#
37*10/2=35 答え　35 cm#

(5+3)*(4+3)/2=28 答え　28 cm#

18*3/2=12
8*5/2=20
12+20=32 答え　32 cm#

2（例）7*2/2=7
　7*4/2=14
　4*4/2=8
　7+14+8=29 答え　29 cm#

35*2.4/2=6
5*2/2=5
4*1/2=2
6+5+2=13 答え　13 cm#

「台形の面積=（上底+下底）*高さ/2」にあては
めます。

「ひし形の面積=対角線*対角線/2」にあてはめ
ます。
2は正方形です。
正方形の面積も、この公式で求めることができます。
2本の対角線が垂直に交わっている四角形の面積も、
ひし形と同じように、「対角線*対角線/2」で求め
ることができます。
また、上下2つの三角形の面積の和として求めると、
8*4/2+8*3/2=28（cm#）
1底辺が8cm、高さが3cmの三角形と、底辺が

8cm、高さが5cmの三角形を合わせたものと
考えます。

22本の対角線を引いて、3つの三角形の面積の和
として求めます。
三角形ＡＢＥ=7*2/2
 =7（cm#）
三角形ＣＢＥ=7*4/2
 =14（cm#）
三角形ＥＣＤ=4*4/2
 =8（cm#）
また、三角形ＡＢＥと台形ＢＣＤＥの面積の和とし
て求めることもできます。

33つの三角形の面積の和として求めます。

89ページ
1

2

1

2

3 3

90ページ
1

2

91ページ
1

2

3

4

21

2

3

4

A

B E
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1㋐底辺　㋑高さ　2㋐底辺　㋑高さ
3㋐上底　㋑下底　㋒高さ
4㋐対角線　㋑対角線
1式　8*5.8=46.4 答え　46.4 cm#
2式　14*12/2=84 答え　84 cm#
3式　3*8/2=12 答え　12 cm#
4式　(2+8)*5/2=25 答え　25 cm#
5式　(3+7)*10/2=50 答え　50 cm#
6式　10*6/2=30 答え　30 cm#

面積を求める公式を使って求めます。
底辺に垂直な直線の長さが高さになります。

1式　12*6/2=36　　12*3/2=18
36+18=54 答え　54 cm#

2式　(8+13)*12/2=126
5*12/2=30
126+30=156 答え　156 cm#

3式　4*4/2=8
4*9/2=18
8+18=26 答え　26 cm#

式　4*3/2=6
6*2/5=2.4 答え　2.4 cm

14 cm
29 cm
3辺ＢＦ…6cm
面積…25 cm#

12つの三角形の面積を合わせたものが求める四角
形の面積です。

21本の対角線を引いて、台形と三角形の面積の和
として求めます。

3色のついた部分を2つの三角形に分けて面積を合
わせます。
底辺 13 cm、高さ 10 cmの三角形の面積から、
底辺 13 cm、高さ6cmの三角形の面積をひい
て求めることもできます。
三角形ＡＢＣの面積は、4*3/2=6（cm#）、
高さは、「面積*2/底辺」で求められます。
1角ＡＥＤの大きさは、180&-(45&+90&)=45&
なので、三角形ＡＥＤは直角二等辺三角形です。
よって、ＥＤ=ＡＤ=4（cm）

21と同じようにして、三角形ＡＢＣも直角二等辺
三角形なので、ＢＣ=ＡＣ=4+5=9（cm）です。

3ＢＦの長さは、9-3=6（cm）
台形ＥＢＦＤの面積は、(4+6)*5/2=25（cm#）

公式は正しく使えないと役に立ちません。底辺はどこ？高さはどれ？などと、くり返し練習し
て、きちんと理

り
解
かい
しておきましょう。計算ミスも多くなりやすいので、ゆっくり、ていねいに。

正多角形と円

1二等辺三角形　2145　245　367.5　3167.5　2135
15　2360　35　472

1㋐正四角形（正方形）
㋑正九角形

2㋐90&　㋑140&

1辺の数がいくつあるか数えます。
2㋐�四角形の4つの角の大きさの和は 360&です。

正四角形の4つの角の大きさはすべて等しいか
ら、1つの角の大きさは、360&/4=90&です。

㋑九角形は1つの頂
ちょう
点
てん
から引いた対角線で7つの

三角形に分けられるので、九角形の9つの角の
大きさの和は、180&*7=1260&です。
正九角形の1つの角の大きさは、
1260&/9=140&です。

92〜93ページ
1
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160&　2正三角形　3120&　44 cm

1 2

1360&/6=60&
21から、(180&-60&)/2=60&
だから、正六角形の中の6つの三角形はすべて正
三角形になります。

3㋑の角度は、60&*2=120&になります。
4Ａ

エー
Ｂ
ビー
の長さは、この円の半径と等しくなります。

1360&/5=72&だから、
円の中心のまわりを 72&ずつに分けて半径を順
にかき、そのはしの点を直線で結んでいきます。

2360&/8=45&だから、
円の中心のまわりを 45&ずつに分けます。

115　215.7　315.7
213　218.84　318.84
194.2　23.14　394.2　430　530

162.8 cm　225.12 m　337.68 cm
4172.7 cm

1314/3.14=100 答え　100 cm
2188.4/3.14=60 答え　60 cm

「円周=直径*3.14」にあてはめて、円周の長さを
求めます。
120*3.14=62.8
28*3.14=25.12
36*2*3.14=37.68
427.5*2*3.14=172.7
直径の長さを□ cmとします。
1□*3.14=314だから、
□=314/3.14=100です。

2□*3.14=188.4だから、
□=188.4/3.14=60です。

7.85/3.14=2.5 答え　2.5 m

4*2*3.14+2*2*3.14=37.68
 答え　37.68 cm

直径の長さを□mとすると、
□*3.14=7.85だから、
□=7.85/3.14=2.5です。
半径4cmの円の円周と、半径2cmの円の円周を
たします。円周は「半径*2*3.14」で求めます。

1円
えん
周
しゅう
率
りつ
　2直径　3円周

1正五角形　2二等辺三角形　372&　4108&

1 2

1正十角形　2正八角形

22つの辺が等しいので、二等辺三角形になります。
3360&/5=72&
43から、(180&-72&)/2=54&

54&*2=108&
1360&/6=60&なので、
円の中心のまわりを 60&ずつに分けて半径を順
にかき、そのはしの点を直線で結んでいきます。

2正六角形の1辺の長さは、円の半径と等しいので、
コンパスで円のまわりを半径の長さで区切って、
頂点を直線で結んでいきます。

1360&/36&=10
2360&/45&=8

2

3

2

3
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1式　6*3.14=18.84 答え　18.84 m
2式　5.5*2*3.14=34.54
 答え　34.54 cm
3式　125.6/3.14=40 答え　40 cm
図の八角形は、8本の辺の長さはすべて等しいで
すが、8個の角の大きさがすべて等しいわけでは
ないので、正八角形とはいえません。

1円周=直径*3.14
2円周=半径*2*3.14
3直径=円周/3.14

正多角形は、次の2つのことが必要です。
・辺の長さがすべて等しい。
・角の大きさがすべて等しい。
片方だけでは、正多角形とはいえません。

1式　20*3.14/2=31.4 答え　31.4 m
2式　10*3.14/2*2=31.4
 答え　31.4 m
3等しくなっている。

1Ａ→Ｃ
シー
→Ｂのコースは、直径 20 mの円の円周

の半分になります。
2Ａ→Ｅ

イー
→Ｄ

ディー
→Ｆ

エフ
→Ｂのコースは、直径 10 mの

円の円周の半分の2倍になります。
31と2から、2つの道のりは等しくなります。

体積

13　215　315　430　530　630
115　27　36　4210　5210
216　26　36　4216　5216

13*4*3=36 答え　36 cm$
24*3+4=16 答え　16 cm$
18*12*6=576 答え　576 cm$
210*5*2=100 答え　100 cm$
35*5*5=125 答え　125 cm$
48*8*8=512 答え　512 cm$
6*4*2=48 答え　48 cm$

立方体の個
こ
数を数えます。

21だん目と2だん目に分けます。
「直方体の体積=たて*横*高さ」です。
「立方体の体積=1辺*1辺*1辺」です。

たてが6cm、横が4cmの面を底面にすると、高
さは2cmになります。

14　224　324
13　22　33　42　5138　65　73　8138　9138

12*3*1=6 答え　6m$
22*7*4=56 答え　56 m$

どちらも直方体だから、体積は
「直方体の体積=たて*横*高さ」の公式で求めます。

14*3*0.5=6 答え　6m$
400*300*50=6000000

 答え　6000000 cm$
20.6*0.5*1.2=0.36 答え　0.36 m$

60*50*120=360000
 答え　360000 cm$

単位をそろえて計算します。
150 cm=0.5 m

4m=400 cm　　3m=300 cm
260 cm=0.6 m

0.5 m=50 cm　　1.2 m=120 cm
また、体積をm$で求めたあとで、
1m$=1000000 cm$を使うと、
16*1000000=6000000（cm$）
20.36*1000000=360000（cm$）

5

6

5

6
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110*10*4-4*2*4=368
 答え　368 cm$
220*12*(10+5)-20*7*10=2200
 答え　2200 cm$

1一部がかけていると考えて、大きい直方体の体積
から小さい直方体の体積をひいて求めます。
また、2つの直方体に分けて求めてもよいです。
(10-4)*10*4+4*(10-2)*4=368

2大きい直方体の体積から、小さい直方体の体積を
ひいて求めます。
また、2つの直方体に分けて求めてもよいです。
20*5*10+20*12*5=2200

110　21000　3500000　40.5
17　26　37　47　56　6294　7294

あ1　い1000　う1000　え1　お1
か1000000

13000　256　34000　40.86

1たて…25 cm
横…50 cm

240 cm
325*50*40=50000
 答え　50000 cm$

1辺の長さが 10倍になると、体積は 1000倍に
なります。1l=10 cm*10 cm*10 cmをもと
にして理

り
解
かい
しておきましょう。

1l=1000 cm$
1m$=1000 l　　1m$=1000000 cm$
1内のりのたてと横の長さは、厚

あつ
さの2倍分短くな

ります。
27-1*2=25（cm）　52-1*2=50（cm）

2深さは、厚さの分短くなります。
41-1=40（cm）

3直方体の体積の公式にあてはめて計算します。

1㋐横　㋑高さ　2㋐1辺　㋑1辺　㋒1辺
11700000　25.1　33500　41500

18*5*6.5=260 答え　260 cm$
212*12*12=1728 答え　1728 m$
34*9*5-2*2*4=164
 答え　164 cm$
410*10*4-6*(10-2-2)*4=256
 答え　256 cm$

1m$=1000000 cm$　　1000 cm$=1l
1m$=1000 l 1ml=1cm$
直方体の体積=たて*横*高さ
立方体の体積=1辺*1辺*1辺
一部がかけた形は、その部分があるものと考えた大
きい直方体の体積から、かけた部分の体積をひいて
求めます。
いくつかの直方体に分けて、それぞれの体積の和と
して求めてもよいです。

式　1*2*0.8=1.6 答え　1.6 m$
式　100*200*80=1600000
 答え　1600000 cm$
1式　16*25*10=4000
 答え　4000 cm$
24 l
式　80*20*40=64000（cm$）

64000 cm$=64 l
64/8=8 答え　8ぱい目

単位をそろえて計算します。
1cm=0.01 m　　1m=100 cm

1たてが 16 cm、横が 25 cm、高さが 10 cmの
直方体の形の入れ物になります。

21000 cm$=1lです。
この水そうの内のりのたてと横の長さと深さを計算
して、容

よう
積
せき
を求めます。

82-1*2=80、22-1*2=20、41-1=40
1000 cm$=1lだから、64000 cm$=64 l

3 3
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1○=48*□
2

3比
ひ
例
れい
するといえる。

理由… 高さが2倍、3倍、…になると、
体積も2倍、3倍、…になっているから。

4432/48=9 答え　9cm

「直方体の体積=たて*横*高さ」だから、
○=8*6*□　　○=48*□
4432=48*□　　□=432/48=9（cm）

さいころのような1辺が1cmの
立方体の体積を、体積を測る基準とすることから始めま
す。体積（mlなど）が表示されている物は身近に多くあ
ります。たとえば牛乳パックなどを示すとよいでしょう。

体積の公式はむずかしいものではないので、正しく使いましょう。まずは単位がそろっている
かをチェック。水のかさとの関係は1l=1000 cm$が基

き
本
ほん
で、1ml=1cm$、1kl=1m$です。

割
わり
合
あい
⑵

1120　225　30.8　2125　220　31.25
1120　20.35　37　47
210.25　2180　30.25　4720　5720

125/10=2.5 答え　2.5
210/25=0.4 答え　0.4

1

2

140*0.45=63 答え　63ページ

1600*0.15=240
1600-240=1360 答え　1360円

175 cm

もとにする量は 140ページで、割合は 45 %だ
から、比

くら
べられる量は、140*0.45=63（ページ）

値
ね
引
び
きされた分の割合が 15 %だから、

1600*0.15=240（円）
これを定

てい
価
か
からひくと、支

し
はらった代金になります。

または、1600*(1-0.15)=1600*0.85
 =1360（円）
比べられる量はさとみさんの身長で 140 cm、割
合は 80 %だから、
もとにする量=比べられる量/割合で求めます。
140/0.8=175（cm）

80人 比べられる量は乗客数で 104人、割合は 130 %
だから、104/1.3=80（人）

1式　8/50=0.16 答え　0.16
2式　50/8=6.25 答え　6.25

式　140*1.05=147 答え　147人

割合=比べられる量/もとにする量
1比べられる量は、先生の人数の8人です。
2比べられる量は、児童数の 50人です。
定員の 140人はもとにする量です。
比べられる量=もとにする量*割合で求めます。
105 %を小数で表すと 1.05です。

7

高さ□（cm） 1 2 3 4 5 6
体積○（cm$） 48 96 144 192 240 288

7

17
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式　500*0.4=200
500+200=700 答え　700円

式　90/0.18=500 答え　500 m#

次のように求めることもできます。
500*(1+0.4)=500*1.4=700（円）
もとにする量を求めます。
もとにする量=比べられる量/割合を使います。
または、もとにする量を□として考えると、
□*0.18=90から、□=90/0.18=500
となることがわかります。

式　184/1.15=160 答え　160 g

式　3600/0.75=4800 答え　4800円

通
つう
常
じょう
の量がもとにする量、冬の間の量が比べられる

量です。通常の量を1とすると、冬の間の量は、
1+0.15=1.15なので、
もとにする量=比べられる量/割合から、通常の
量は、184/1.15=160（g）
定価がもとにする量、3600円が比べられる量です。
定価を1とすると、3600円は、1-0.25=0.75
なので、定価は、3600/0.75=4800（円）

132/25=1.28 答え　1.28
2南の畑

1西店で買う方が 20円安い。
2北店で買う方が 28円安い。

消費税など、街の中には「%」が
あふれています。算数と生活が結びつく題材です。家の
話題にしてください。

割合の求め方は学習ずみで
す。今回は「比べられる量=もとにする量*割合」を習
得しましょう。比べられる量は何か、もとにする量は何
か、正しく判

はん
断
だん
して上の式にあてはめます。

1去年採
と
れた 25 kgはもとにする量、今年採れた

32 kgは比べられる量です。
2南の畑についても、去年採れたいもの量をもとに
して、今年採れたいもの量の割合を求めると、
52/40=1.3です。
割合が大きい南の畑の方がよく採れるようになっ
たといえます。

1北店で支はらう代金は、
500*(1-0.16)=500*0.84=420（円）
西店で支はらう代金は、500-100=400（円）
420-400=20（円）

2北店で支はらう代金は、
800*(1-0.16)=800*0.84=672（円）
西店で支はらう代金は、800-100=700（円）
700-672=28（円）

いろいろなグラフ

1135　228　322　215　220
1117　28　36　434
21300000　20.35　3105000　4105000

123 %　214 %　33年生 円グラフは、分けられた面積の大小で、全体に対す
るそれぞれの部分の割

わり
合
あい
を表して、見やすくしたも

のです。
0から右まわりに、大きい順にならべます。
「その他」は割合が大きくても最後に書きます。

33年生の割合は 17 %、4年生の割合は 16 %
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1あ18　い10　う7　え6　お9
2か17　き33　く25　け10　こ15　さ100

1あ50*0.36=18　　い50*0.2=10
う50*0.14=7 え50*0.12=6
お50*0.18=9

2か10/60=0.166…　約 17 %
き20/60=0.333…　約 33 %
く15/60=0.25　25 %
け6/60=0.1 10 %
こ9/60=0.15 15 %
さ17+33+25+10+15=100
帯グラフのペットの順番は5年生の帯グラフに合
わせて表します。

1もも…34 %、メロン…24 %
2約 45900 t
3約 165000 t
1住宅地…39 %　　商業地…24 %
　山林…18 %　　　耕地…13 %

262.4 km#

2135000*0.34=45900
3□*0.24=39600
□=39600/0.24=165000

2160*0.39=62.4

　

物語　　　784/2050=0.382…
自然科学　463/2050=0.225…
社会　　　280/2050=0.136…
辞典　　　166/2050=0.080…
その他　　357/2050=0.174…

1

2㋐約8億人　㋑約 37億人

1地
ち
域
いき
順は1970年の帯グラフに合わせて表します。

アジア、アフリカが人口の割合を増
ふ
やし、ヨーロッ

パ、北アメリカが割合を減
へ
らしていることが、目

で確
たし
かめられます。

2㋐億の単位で計算します。

. * . .7 878 4 0 1 4
8

= 　　約8億人です。
㋑�1970年、ヨーロッパの人口の割合は 18 %
と読み取れます。□*0.18=6.6

□= . / . .6 66 6 0 18 3
7

g= 　約 37億人です。

2

1009080706050403020100 （%）

その他熱帯魚ねこ犬

飼ってみたいペット

ハムスター

その他熱帯魚ねこ犬 ハムスター

5年生

6年生

2
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3 図書室の本の種類別のさっ数と割
わり
合
あい

種類 物語 自然科学 社会 辞典 その他 合計
さっ数
（さつ） 784 463 280 166 357 2050

割合（%） 38 23 14 8 17 100

100
0
％

図書室の本の種類別のさっ数の割合

50

1090

40

2080

3070

60

物語

自然科学
社会

辞典

その他

3

1009080706050403020

1970

100 （%）

その他北
アメリカヨーロッパアジア年

2020年

世界の地域別人口の割合

アフリカ

その他

北アメリカ

ヨー
ロッパアジア アフリカ
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立体

1三
さん
角
かく
柱
ちゅう
、六角柱　2平行　3長方形

1平行　2側
そく
面
めん
　3曲

きょく
面
めん

角柱の名前は、底面の形から判
はん
断
だん
します。

また、次の関係があります。
　面の数=底面の数+底面の辺の数
頂
ちょう
点
てん
の数=底面の頂点の数*2

　辺の数=底面の辺の数*3

1円、合同　2円柱　3高さ
1四角柱
24つ
3辺Ａ

エー
Ｅ
イー
、辺Ｂ

ビー
Ｆ
エフ
、辺Ｃ

シー
Ｇ
ジー
、辺Ｄ

ディー
Ｈ
エイチ

円柱の2つの底面は、合同で平行です。
1底面は四角形だから、四角柱です。
底面は正方形や長方形とは限りません。

24つの側面はすべて底面と垂
すい
直
ちょく
です。

32つの底面に垂直な直線の長さを高さといいます。
側面は長方形だから、ＡＥとＡＤの間の角などは
すべて直角です。

1ＢＥ　2ＣＦ　3ＤＦ（1と2は入れかわってもよい）
15　29
1長方形　25　34　412.56

見取図では、平行な辺は平行にかき、見えない辺は
点線でかきます。
方眼を利用して、平行な線をかきましょう。

1底面…三角形ＣＤＥと三角形Ｋ
ケー
Ｊ
ジェー
Ｈ

側面…長方形ＡＢＦＧ
2直線ＡＢ（ＫＣ、ＨＥ、ＧＦ）
3ＡＢ…4cm、ＡＧ…9cm
4点Ｇと点Ｊ

ＡＢ…3cm、ＡＤ…6.28 cm

1合同な2つの面が底面です。
側面の展

てん
開
かい
図
ず
は長方形になります。

22つの底面に垂直な直線の長さが高さになります。
3直線ＡＧの長さは、底面のまわりの長さと等しく
なるから、3+3+3=9（cm）

4辺ＡＫと辺ＪＫが重なり、辺ＪＨと辺ＧＨが重な
るので、3つの点Ａ、Ｇ、Ｊが重なります。
円柱の側面の展開図のたての長さが高さに等しく、
横の長さが底面の円の円周の長さに等しくなります。
円周=2*3.14=6.28（cm）

19
116ページ
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2
3

2
3

118ページ
1
2
3

119ページ
1

1 2
1

2

3

2

3
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1六角柱　28つ　312個
こ
　418本　51つ

66つ

1円柱　2円　32つ
43*2*3.14=18.84 答え　約 18.8 cm
56cm

2面の数=2+6=8（つ）
3頂点の数=6*2=12（個）
4辺の数=6*3=18（本）
52つの底面は、平行になっています。
6側面は、底面に垂直になっています。
4側面の展開図の横の長さは、底面の円の円周の長
さになります。
円周=半径*2*3.14

16cm
2点Ｊ
3㋐4cm　㋑5cm

1五角柱　2四角柱

1底面は三角形ＡＢＫ、三角形ＤＣＥであり、高さ
は直線ＢＣ、直線ＫＥ、直線ＪＦ、直線ＨＧの長
さです。

2辺ＡＢと辺ＪＨ、辺ＡＫと辺ＪＫが重なり、点Ａ
には点Ｊが集まります。

3㋐辺ＡＢは辺ＪＨと重なり、4cmです。
㋑辺ＤＥは辺ＦＥと重なり、5cmです。
底面が三角形、四角形、五角形、…の角柱をそれぞ
れ三角柱、四角柱、五角柱、…といいます。

1

2

　

1側面の部分の長方形のたては 2.5 cm、横は、
2+2+2=6（cm）
になります。

2側面の部分の長方形のたては2cm、横は、
1*2*3.14=6.28（cm）
になります。

式　36/3.14=11.46… 答え　約 11.5 cm 底面の円の円周は、36 cmになります。
「直径=円周/3.14」にあてはめます。

データの活用

1118　222　3Ｂ　21Ｂ　2人数
310.18　2450　30.22　4440　5Ａ

120〜121ページ
1

2

1

2

3

4

3

4

5

6cm
2.5cm

2cm 2cm

6.28cm

1cm

2cm

5

6 6

20
122ページ

1
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1 医
い
務
む
室
しつ
を利用した児童数は同じだから、割

わり
合
あい
が

大きい 2016年の方が、けがの手当てを受け
た児童数が多いです。

2 割合が同じだから、医務室を利用した児童数が
多い 2019年の方が、けがの手当てを受けた
児童数が多いです。

実
じっ
際
さい
に人数を求めて比

くら
べることもできます。

1700*0.4=280、700*0.3=210なので、
2016年は 280人、2017年は 210人です。
だから、けがの手当てを受けた児童数は、2016
年の方が多いです。

2800*0.2=160、900*0.2=180なので、
2018年は 160人、2019年は 180人です。
だから、けがの手当てを受けた児童数は、2019
年の方が多いです。

正しいとはいえません。 表をもとにして考えると、
2000～2010年で、1年あたりに増

ふ
えた輸

ゆ
入
にゅう
率
りつ
は、

(19.2-18.5)/10=0.07（%）
2010～2020年で、1年あたりに増えた輸入率は、
(20.7-19.2)/10=0.15（%）
となるので、正しいとはいえません。

5年のまとめ

145.9　20.759

10.48　218.07　375　42.5

1小数点が右へ2けた移
うつ
ります。

2小数点が左へ2けた移ります。
2 4

11 24
17　2 5

1　3 204 9 　4 21 1
8

1 16
5

8
7

24
20

24
21

24
41

24
17+ = + = =

2 3
2

15
7

15
10

15
7

15
3

5
1- = = =-

3

4

　

123ページ
1 1

2 2

124ページ
1

2

1

2
*

.

.

.

1
1
6

0

0

01 8

2

3
6

7
6
9
8
7

8
5 ]

.
. . .

1
1

2

0

3 5 8
7

7
0
7
7

5
5

5
5

3 3

1 4
3 2 10

7 1 20
15 2 20

14

3 20
29 4 20

9

+ = +

= =

3 6
1 1 14

11 3 42
7 1 42

33

2 42
49 1 42

33

1 42
16 1 21

8

- = -

= -

= =
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172、96
260
39
41、2、3、6

18と 12の最小公倍数 24の倍数が、公倍数にな
ります。
24、48、72、96、120、…

220の倍数の中から、12の倍数を見つけます。
20、40、60、80、…

318の約数の中から、27の約数を見つけます。
1 、2、 3 、6、 9 、18
公約数の中でいちばん大きい数が最大公約数です。

412の約数1、2、3、4、6、12の中から、
18、30の約数を見つけます。

15
6 、2.48、1 8

7、1.8、0.8、4
3

1式　8.4/3.5=2.4 答え　2.4 kg
2式　2.4*1.8=4.32 答え　4.32 kg

分数は小数になおして大きさを比
くら
べます。

4
3 =3/4=0.75　　 6

15 =15/6=2.5

1 88
7 15= =15/8=1.875

1全体の重さ/いくつ分=1lの重さ
2 1lの重さ*いくつ分=全体の重さ

1Ｈ
エイチ
　2Ｅ

イー
Ｆ
エフ
　3Ｇ

ジー
2頂

ちょう
点
てん
Ｂ
ビー
に対
たい
応
おう
する頂点は頂点Ｅ、頂点Ｃ

シー
に対応す

る頂点は頂点Ｆだから、辺ＢＣに対応する辺は、
辺ＥＦになります。

135&　2105&　370&
4㋓30&　㋔90&

1180&-(40&+105&)=35&
245&+60&=105&
3360&-(85&+90&+115&)=70&
4三角形Ａ

エー
ＢＤ

ディー
は正三角形だから、角あは 60&、角

いは 120&、三角形ＤＢＣは二等辺三角形だから、
角㋓は、(180&-120&)/2=30&
角㋔は、60&+30&=90&

1式　4.8*4/2=9.6 答え　9.6 cm#
2式　6*8=48 答え　48 cm#
3式　15*10/2=75 答え　75 cm#
4式　(12+7)*8/2=76 答え　76 cm#
式　(10+12)*8/2+10*2.8/2=102
 答え　102 cm#

1三角形の面積=底辺*高さ/2
2平行四辺形の面積=底辺*高さ
3ひし形の面積=対角線*対角線/2
4台形の面積=（上底+下底）*高さ/2
台形と三角形に分けて求めます。

1㋐36&　㋑72&　2144&

131.4 cm　221.98 cm

1㋐360&/10=36&
㋑(180&-36&)/2=72&

272&*2=144&
110*3.14=31.4（cm）
23.5*2*3.14=21.98（cm）

4 4

5

6

5

6

125ページ
1 1

2 2

d

e

A D

B

C

3

4

3

4

126ページ
1

2

1

2
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11476 m$　210680 cm$

118個
こ
　227本

110*20*9-4*(20-6-5)*9
=1476（m$）

220*18*25+20*(32-18)*6
=10680（cm$）

□角柱の頂点の数は□*2、辺の数は□*3で求め
られます。

　

1側面の部分の長方形のたては、2cm、横は、
2.5+2+1.5=6（cm）
になります。

2側面の部分の長方形のたては、1.5 cm、横は、
1*2*3.14=6.28（cm）
になります。

1

　
2◯=6*□
310.5 m

2はり金の重さ=6*はり金の長さ
363=6*□　　□=63/6=10.5（m）

59 g

40*100*40=160000
160000 cm$=160 l
160/(20/5)=40 答え　40分

㋐300/20=15
㋑350/23=15.2… 答え　㋐
13　25

平
へい
均
きん

=合計/個
こ
数
すう
です。

(60+63+54+58+62+57)/6
=354/6=59（g）
1l=1000 cm$だから、160000 cm$=160 l
1分間に出る水の量は、20/5=4（l）だから、
160 lの水を入れるのにかかる時間は、
160/4=40（分）
1ぴきあたりの水の量を調べます。
少ない方がこんでいるといえます。
1道のり=速さ*時間

75*40=3000　　3000 m=3km
2時間=道のり/速さ

240/48=5（時間）

3

4

3

4

5

1

2

1cm

1cm

6.28cm

1cm

1.5cm

2.5cm

2cm

2cm

1.5cm

5

127ページ
1 長さ（m） 1 2 3 4 5 6

重さ（g） 6 12 18 24 30 36
1

2

3

4

5

2

3

4

5
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175　2114　31400　42100　540 142/56=0.75
295*1.2=114
31190/0.85=1400
43000*(1-0.3)=2100
5もとにする量=比

くら
べられる量/割

わり
合
あい
で求めます。

2/0.05=40
70 g 炭水化物の割合は、全体の 35 %です。

200*0.35=70（g）

すじ道を立てて考えよう

16　290　36　490　56　690　76

19　2120　39　4120　59

正方形の4つの辺の長さはすべて等しく、4つの角
の大きさはすべて等しい（90&）です。
「前に6cm進む→左に 90&曲がる」ことをくり返
します。
正三角形の3つの辺はすべて等しく、3つの角の大
きさはすべて等しい（60&）です。
「前に9cm進む→左に 120&曲がる」ことをくり返
します。

6 6

7 7

プログラミングのプ　 128ページ
1

2

1

2
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121.6　20.0216

12.5 cm　240&

2.8人

最小公倍数…60
最大公約数…4

1

2あめの数

1小数点を右へ1けた移
うつ
します。

2小数点を左へ2けた移します。
合同な図形では、対

たい
応
おう
する辺の長さは等しく、対応

する角の大きさも等しくなっています。
1辺Ｄ

ディー
Ｅ
イー
に対応している辺は、辺Ａ

エー
Ｃ
シー
です。

2角Ｅに対応している角は、角Ｃです。
平
へい
均
きん

=合計/個
こ
数
すう

「個数」は0人だった日もふくめて5（日）です。
(6+3+4+0+1)/5=14/5
 =2.8（人）
20の倍数から、12の倍数を見つけます。
20、40、60、……
12の約数から、20の約数を見つけます。
1 、 2 、3、 4 、6、12

2あめの数が2倍、3倍、…になると、あめの代金
も2倍、3倍、…になるので、あめの代金は、あ
めの数に比

ひ
例
れい
するといえます。

155人　2Ｂ
ビー
町

1式　1050/7=150 答え　150円
2式　150*9=1350 答え　1350円
111.5　20.348　39　40.38

人
じん
口
こう
密
みつ
度
ど

=人口（人）/面積（km#）
19240/168=55
2Ｂ町　5680/98=57.9…>55
1 1mあたりのねだん=代金/長さ
2代金=1mあたりのねだん*長さ
1 2

3 4

14あまり1　214あまり 0.4 1 2

　
式　2.7*2.7=7.29 答え　7.29 m#
11.5倍　20.8倍　310.8 cm

正方形の面積=1辺*1辺
115/10=1.5（倍）
28/10=0.8（倍）
312*0.9=10.8（cm）
まず、4cmの辺ＢＣをかきます。
次に、点Ｂから 60&の角をかいて、点Ｃから 30&
の角をかきます。
その交わった点をＡとします。

1

2

3

4

55 あめの数□（個） 1 2 3 4 5 6
あめの代金○（円）18 36 54 72 90 108

1

2

3

4

5

6

7

8

6

7

8
*

.

.

.

1
1

0
1

0
5 0

1

2
4
5

5
6
0

*

.

.
.

0
80

0

3
3

0
5
4

4

6
8
8

]. .3 5 3
3

1
1

9
5
5
0

].
.

. .5
0

5
5

5

2

8

0
0
0

6 2
1

4
9

3
7

2

9 9
].

.

.

1

4

0

1 8 8
7

2
2

].

.

.

1

4

0

1 8 8
7

2
2

] .

.

.
1

2
0

4

4
0
4

0 5 7
5
2

4

10
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B C

A

60° 30°

4cm

10

11

12
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86点 平均点は、合計点/回数で求められるから、
合計点=平均点*回数になります。6回のテスト
の平均点が 80点になるとき、合計点は、
80*6=480（点）
になります。6回のテストの合計点が 480点にな
るためには、6回目のテストで、
480-(80+69+87+74+84)
=480-394=86（点）
とればよいことになります。

午前 11時 40分 電車とバスの発車する時間の間かくの最小公倍数を
求めます。
10の倍数　10、20、30、40、50、60、70、…
14の倍数　14、28、42、56、70、84、…
だから、最小公倍数は 70です。
電車とバスは午前 10時 30分に同時に出発した後、
70分後にまた同時に出発します。

式　6.7/0.7=9.57… 答え　約 9.6 g 重さ=1mの重さ*長さだから、
1mの重さ=重さ/長さで求めます。

1105&　250&　3135&　460& 170&+35&=105&
2二等辺三角形の2つの角は等しいので、㋑にとな
り合った角の大きさは、65&+65&=130&
㋑の角の大きさは、180&-130&=50&

3四角形の4つの角の大きさの和は 360&です。
360&-(80&+55&+90&)=135&

4平行四辺形の向かい合った角の大きさは等しいの
で、180&-120&=60&

900&

11000 m　23分

七角形は、1つの頂
ちょう
点
てん
から

引いた対角線で5つの三角
形に分けられます。
180&*5=900&
1道のり=速さ*時間

25*40=1000（m）
2時間=道のり/速さ

4500/25=180（秒）　180秒=3分

1 36
29　2 6

1　32 24
7 　43 6

1

5 12
7 　6 4

3

1
2 29
9 12

7
36
8

36
21

36+ = + =

2 115
19

0
11

30
38

30
33

30
5

6
1- = - = =

31 1 1 1 24 246
1 1 8 24

4 3 2 7= + =+

45 2 5 2 6 3 66
5

3
2

6
5 4 1- = - =

5
7

3
2

4
3

6
5

12
8

12
9

12
10

12+ - = + - =

6 10
1

0 0 20 0
15

5
4 3

4 2
16

2
6 5

2 4
3- + = - + = =

13 13

14 14

15 15

1 1

2

3

2

3

4 4
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1 7
6　2 2 8

1
8

17
c m ●/▲=

▲
●

10.4　21.25　3 25
9 　41 10

7
1 5

2=2/5=0.4

2 4
5=5/4=1.25

30.01=100
1 だから、0.36=100

36
25
9=

40.1=10
1 だから、1.7=10

17 1 10
7=

1<　2>　3=　4< 分数を小数になおして比
くら
べます。

1
2
7=2/7=0.28…

2 8
9=9/8=1.125

3 4
3=3/4=0.75　　1 4

3 =1.75

4 6
1=0.16…　　2 6

1 =2.16…

1式　17/20=0.85 答え　0.85
2式　5/5=1 答え　1

140 %　24割
わり
　3160 %　416割

50.74　67割4分
ぶ
　70.183　818.3 %

割
わり
合
あい
を求める問題です。

割合=比べられる量/もとにする量
1比べられる量は 17題、もとにする量は 20題で
す。

　
1割合の1が 100 %だから、0.4は、

0.4*100=40（%）
2割合の1が 10割だから、0.4は、

0.4*10=4（割）
51%が 0.01だから、74 %は、

74*0.01=0.74
6割合の 0.1が1割、0.01が1分だから、

74 %　→　0.74　→　7割4分
71割が 0.1、1分が 0.01、1厘が 0.001
だから、1割8分3厘は、0.183

1式　5.6*6.5/2=18.2 答え　18.2 cm#
2式　3.6*8=28.8 答え　28.8 cm#
3式　(8+12)*7/2=70 答え　70 cm#
4式　(4+2)*(2+2)/2=12
 答え　12 cm#

底辺やそれをのばした直線に垂
すい
直
ちょく
な直線が高さです。

1三角形の面積=底辺*高さ/2
2平行四辺形の面積=底辺*高さ
3台形の面積=（上底+下底）*高さ/2
42つの対角線が垂直に交わっている四角形の面積
は、「対角線*対角線/2」で求められます。

式　2.5*2*3.14=15.7 答え　15.7 cm
180 %　2130 %

円周=半径*2*3.14
割合=比べられる量/もとにする量
小数で表した割合を 100倍すると、百分率で表せ
ます。
172/90*100=80（%）
2117/90*100=130（%）
定員より乗客数が多いとき、百分率は 100 %
より大きくなります。

5 5

6 6

7 7

8

9

8

9 割合を表す小数 1 0.1 0.01 0.001
百
ひゃく
分
ぶん
率
りつ 100 % 10 % 1% 0.1 %

歩
ぶ
　合
あい 10割 1割 1分 1厘

りん

10 10

11

12

11

12
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35 cm#

3つの三角形に分けて、
2*5/2+8*6/2+4*3/2=35（cm#）
または、長方形から2つの三角形をのぞいて、
6*8-5*4/2-3*2/2=35（cm#）

140& 九角形は、1つの頂点から引いた対角線で7つの三
角形に分けられるので、角の和は、
180&*7=1260&
正九角形の角の大きさはすべて等しいので、1つの
角の大きさは、1260&/9=140&

0
73 2

1 分母をできるだけ小さく、分子をできるだけ大きく
すればよいので、分母は4か5、分子は8か9だから、

4
8

5
9+ か 9 8

4 5+ のどちらかになります。

1 34
8

5
9 2 5

4 3 5
4

20
16+ = + = =

4 5 20 3 20
19 8

20
45

20
32 77 7+ = + = =

172 cm$　264 cm$

14000　29000　30.73

330000 cm$、330 l

式　48*0.75=36 答え　36 kg

式　18/0.3=60 答え　60本

1直方体の体積=たて*横*高さ
4*6*3=72（cm$）

2立方体の体積=1辺*1辺*1辺
4*4*4=64（cm$）

11l=1000 cm$
21m$=1000 l
31m$=1000000 cm$
内のりのたて、横、高さはそれぞれ
54-2*2=50（cm）、92-2*2=88（cm）、
77-2=75（cm）なので、容積は、
50*88*75=330000（cm$）
330000 cm$=330 l
比
くら
べられる量を求める問題です。
もとにする量は兄の体重で 48 kg、比べられる量
は弟の体重、割

わり
合
あい
は 75 %です。

比べられる量=もとにする量*割合
にあてはめて求めます。
もとにする量を求める問題です。
比べられる量は 18本、割合は 30 %です。
もとにする量=比べられる量/割合
で求めます。

13 13

14 14

15 15

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5
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1三角柱
2面5つ、頂

ちょう
点
てん

6個
こ
、辺9本

3面Ｄ
ディー
Ｅ
イー
Ｆ
エフ

43つ
5辺Ａ

エー
Ｄ（辺Ｂ

ビー
Ｅ、辺Ｃ

シー
Ｆ）

1六角柱
2円柱

式　1.5*3*0.4+1.5*1*0.4=2.4
 答え　2.4 m$

式　2000-400=1600
2000*(1-0.15)=1700
1700-1600=100

 答え　北店の方が 100円安い。

2面の数　　2+3=5（つ）
頂点の数　3*2=6（個）
辺の数　　3*3=9（本）

32つの底面は、平行で合同です。
4底面と側面の関係は、垂

すい
直
ちょく
です。

52つの底面に垂直な直線の長さを高さといいます。
2つの底面の形を見ます。
12つの底面は六角形　→　立体は六角柱
22つの底面は円　　　→　立体は円柱
2つの直方体に分けて求めます。
単位をmにそろえると、
150 cm=1.5 m
40 cm=0.4 mです。
比べられる量=もとにする量*割合

式　160*（1+0.05）=168
85-4=81
（168-81）/（160-85）=87/75
=1.16

 答え　116 %

1式　36/12=3 答え　3倍
2式　550*0.3=165 答え　165人

式　45/3.14/2=7.16…
 答え　約 7.2 cm

　

今年の5年生の人数は、
160*(1+0.05)=160*1.05=168（人）
また、去年、今年の女子の人数はそれぞれ 85人、
85-4=81（人）なので、去年、今年の男子の人数
はそれぞれ 160-85=75（人）、168-81=87
（人）と求まります。

14人家族の児童数の割合は、36 %
3人家族の児童数の割合は、
78-66=12（%）

25人家族の児童数の割合は、
66-36=30（%）
比べられる量=もとにする量*割合
にあてはめます。
半径=円周/3.14/2

米 270/700*100=38.5…
 → 39 %
野菜 193/700*100=27.5…

 → 28 %
くだもの　84/700*100=12（%）
麦　　　　59/700*100=8.4…

 →8%
その他　　94/700*100=13.4…

 → 13 %

6
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9
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7

8

9

10
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13 農作物によるしゅう入と割合

米 野菜 くだもの 麦 その他 合計

しゅう入
（万円） 270 193 84 59 94 700
割合
（%） 39 28 12 8 13 100

農作物によるしゅう入の割合

50

1090

40

2080

3070

60

米

野菜

くだもの

麦

そ
の
他

100
0
％

10
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168　20.634
10.437　220.57　3156

43.25　5　　　　　6　　

　 、2、　　 、　　、0.5

う、あ、い
136　2奇

き
数
すう

16人　
2えん筆…4本、消しゴム…3個

こ

16cm　236 cm#
19 cm$
1三角柱　26cm　312 cm
辺ＡＣ、角Ｂ
108&
500 ml
1式　72/0.08=900　

答え　900 t
2

3

1式　(7+6+13+9)/4=8.75
答え　8.75本

2㋐
1

2○*3.14= 　3比
ひ
例
れい

4短いのは…直線アイ（の長さ）
　わけ…（例）1つの円の円周の長さは
　　　　　　直径の 3.14倍で、直線
　　　　　　アイの長さは直径の3倍
　　　　　　だから。

1小数点を右に2けた移
うつ
します。

2小数点を左に1けた移します。小数点の左に0をつけく
　わえるのをわすれないようにしましょう。
分数をそれぞれ小数になおすと、

　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　、

　　=1+1/3=1+0.33…=1.33…

例えば、あ、うの速さを、それぞれ分速になおして比
くら
べます。

あ 15*60=900　分速 900 m
う 60 kmは 60000 mで、60000/60=1000
　分速 1000 m
19と12の最小公倍数を求めます。
2・ 2組の人数は1組の人数より1人多い
・ 2組の人数は偶

ぐう
数
すう
だから、1組の人数は、偶数-1で、

奇数になります。
124と18の最大公約数を求めます。
1台形ＡＢＣＤの高さは、三角形ＡＣＤの底辺を辺ＡＤとしたと
　きの高さと等しくなります。12*2/4=6（cm）　
2(4+8)*6/2=36（cm#）
例えば、右の図のように、3つの
立体に分けて計算します。
あ6*1*1=6（cm$）
い(3+1)*(5-1-1)*1=12（cm$）
う1*1*1=1（cm$）
だから、あわせて、6+12+1=19（cm$）
ほかにも、分け方はいろいろ考えられます。
3ＡＢの長さは、底面のまわりの長さになります。
　だから、5+3+4=12（cm）
辺ＡＣの長さ、または角Ｂの大きさがわかれば、三角形をか
くことができます。
正五角形は5つの角の大きさがすべて等しいので、
1つの角の大きさは、540&/5=108&
これまで売られていたお茶の量を□mlとして式をかくと、
□*(1+0.2)=600
□を求める式は、600/1.2=500
1（比べられる量）/（割合）でもとにする量が求められます。
21組と4組の花だんは面積がちがいます。花の本数でこみ
ぐあいを比べるときは、面積を同じにして比べないと比べ
られないので、㋐はまちがっています。

3「比例の関係」、「比例している」など、「比例」ということば
が入っていれば正

せい
解
かい
です。

4わけは、円周の長さと直線アイの長さがそれぞれ直径の何
倍になるかで比べられていれば正解とします。
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米 麦 みかん ピーマン その他 合計

生産量（t） 315 225 180 72 108 900

割合（％）
わりあい

8202535 12 100

ある町の農作物の生産量
農作物の種類

14

15

直径の長さ（○cm）

円周の長さ（　cm）

1 2 3 4

3.14 6.28 9.42 12.56

1

3

2
5 5 2 2 5./= = 4

3 3 0 74 . 5/= =

1 3
1
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う 3cm

8

9

10

11

12

13

14

15

23/12/11 ぴったり _算数学図５年 _解答

初校

学校図書版・小学算数５年A


	MGT5K001
	MGT5K002
	MGT5K003
	MGT5K004
	MGT5K005
	MGT5K006
	MGT5K007
	MGT5K008
	MGT5K009
	MGT5K010
	MGT5K011
	MGT5K012
	MGT5K013
	MGT5K014
	MGT5K015
	MGT5K016
	MGT5K017
	MGT5K018
	MGT5K019
	MGT5K020
	MGT5K021
	MGT5K022
	MGT5K023
	MGT5K024
	MGT5K025
	MGT5K026
	MGT5K027
	MGT5K028
	MGT5K029
	MGT5K030
	MGT5K031
	MGT5K032
	MGT5K033
	MGT5K034
	MGT5K035
	MGT5K036
	MGT5K037
	MGT5K038
	MGT5K039
	MGT5K040
	MGT5K041
	MGT5K042
	MGT5K043
	MGT5K044
	MGT5K045
	MGT5K046
	MGT5K047
	MGT5K048

